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 の 立大学附属学校園を取り には， つて い る ーバル

とい の 会 な については， てき とで る ，

数年 に公立学校教員 用数の 向の ， に い，教員 成 大学・学部

に て第 3 期中期目標・中期計画の期 中での組織の改革・ 求め ている 在におい

て， の附属組織で る附属学校園に ， で てき ・ を ， に向け

い 求め ている  
平成 22 年度 り，日本教育大学協会附属学校委員会は附属学校の と を にする

めの調査を ている 附属学校の き な方向性を い ， て めには，

の附属学校の 在の を てお と で り， の調査は に て な

のとな ている  
年度 では， と て「 立大学附属学校の な活用方 に関する検討とり とめについ

て」 平成 21 年 3 26 日 部 学 等教育 大学 に 改革についての調

査を て 年度は，平成 28 年 9 に 「 立教員 成大学・学部，大学院，附

属学校の改革に関する有識者会議」における議論お 平成 29 年 8 に に

ている， 立大学附属学校園の と お 存在意義に関する への，大学・学部

の を する とと の め，「基本 な組織の 成」，「第 3 期中期目標・中期計

画における附属学校の活用の方向性」に関する 目に ，有識者会議において 附属

学校園の についての 目を け，アンケート調査を  
本 には，附属学校園の取組について有 な ている に る で

は，附属学校園の ている附属な ではの な取組 ，公立学校とは なる の中での教

員の 働 の改 への取組な ，附属学校園の と について な意 ている

なお， に 有 な については， に大学・学部名を てい

い  
 本 立大学附属学校園の教育活 の を に ， の附属学校園

に向け 実践を いに 有する とで，附属学校園 本 ている に 実

， いては の学校教育の向 の となる とを ている  
 

平成 30 年 3  
日本教育大学協会附属学校委員会 

委員  研  
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１ 目 と内容 
平成 16 年に 立大学 ，本年度は 14 年目，第 3 期中期目標期 の 2 年目で る

附属学校園を つ の 立大学 では，「 立大学附属学校の な活用方 等に関する

検討とり とめについて」 平成 21 年 3 26 日 部 学 等教育 大学

で 組織 の改 み， に 附属学校園の な活用方 の取

組 数 る にな 取組については， 年 で附属学校委員会 に調査

を実 ， を 成 ている  
第 3 期中期目標期 の 年度で る 年度 8 ，「 立教員 成大学・学部，大学院，附属

学校の改革に関する有識者会議」 本年度 8 に では，教員 成

大学・学部に て大きな改革 求め ており，教員 成 大学・学部は第 3 期中期目標

期 中での な計画の 定を めている の とは， に の附属学校園の

に大き する とになる 附属学校園は， の存在意義を ， てい 性

ている  
に，平成 29 年 3 には 期学習 公 ， と て 教育職員 改

， 定 ，「教職 ア ム」の検討 でいるな ，学校教育を取り

つつ る に る の な中で日本教育大学協会附属学校委員会では， 大

学・学部の 活用方 への取組 等を すると に， 附属学校園 る

を に ， の附属学校園の い の となる を てい  
で は， 年と に定員数等の基本調査と 組織について調査すると に，有識

者会議において 附属学校園に関わる について調査 目を け  
調査 目を 成するに ては， でに わ の調査を と ている  
平成 13 年「附属学校園の役割」 「在り方 」の論議を受けての大学の教育研究への

け調査  
平成 16 年「 立大学 に 中期目標・計画に関する調査」 を に 中期

目標・計画についてのアンケート  
平成 18 年「 立大学 の附属学校園における改革の と に関する調査」 

2 年を ての改革の実 と  大学・附属との と の 有 を求めて  
平成 21 年「大学・学部の附属学校園における改革の と  の に関する調査」 

5 年を て， なる中期目標・中期計画に向け 改革の実 と ・  
の学校 りへの  

平成 23 年「 立大学・学部の附属学校園に関する調査」 第 2 期中期目標・中期計画に基

改革の実 と ， の附属学校園の  
平成 24 年「 立大学・学部の附属学校園に関する調査」 第 2 期中期目標・中期計画に基

改革の実 と ， の附属学校園の  
平成 25 年「 立大学・学部の附属学校園に関する調査」 第 2 期中期目標・中期計画に基

改革の実 と ， の附属学校園の  

－ 3 －
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平成 26 年「 立大学・学部の附属学校園に関する調査」 附属学校園の実 と ，

の附属学校園の  
平成 27 年「 立大学・学部の附属学校園に関する調査」 附属学校園の実 と ，

の附属学校園の  
平成 28 年「 立大学・学部の附属学校園に関する調査」 附属学校園の実 と ，

の附属学校園の  
平成 29 年「 立大学・学部の附属学校園に関する調査」 第 2 期中期目標・中期計画 期

における附属学校園の改革の ， 実 ， と  
本年度の調査 の 目は のとおりで る  
「 立大学・学部の附属学校園に関する調査」 附属学校園の実 と ， の附属学校

園の  
 
２ 調査方  

の調査 は，日本教育大学協会会員で る 56 大学・学部の ，附属学校園を つ

54 大学・学部で る 者は 大学・学部における附属学校園 者と ，大学・学部

と附属学校園の協議の ， てい にお い 立大学附属学校連 で

は「 立大学附属学校園の についての実 調査」を ており， の については

附属学校園 中 とな ている で本委員会では， の 者で る大学 の考 を

するとい で調査を実 調査は，平成 29 年 9 に 大学に り， 10 
でに アンケートの は 100 で り， 協 に を る  

 
３ 調査 目 

Ⅰ－１ 基本調査 
Ⅰ－２ 統廃合，学級数・学級定員数の検討 
Ⅱ 第 3 期中期目標・中期計画における附属学校園の活用の方向性 
Ⅲ 有識者会議での附属学校園に関する議論を受けて 

 
４ 調査結果と考察 

調査結果については， 大学・学部 い い 内容を の ている  
考察では， 数 ・ の 実を ，い い 意 の を

て で， いについての 向 となる を き りに ， な のについて，

教大協附属学校委員会と ての を てい とと  
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２ 平成 年度に附属学校園の組織の は を実  

「ア」とお の 合，附属学校園名， 等の内容 の をお い  

大学・学部名 

附属学校園名 等の内容  

大学 

附属 特 学

校 

部の学級数を平成 年入学 り

学年 学級 学年 学級に

 

年， 者数 ており， り

な学校 を めに

 

大学教育学部 

附属義 教育学校 学校数 に とな ，学

級数 教員数等の 等はない  

義 教育学校への の め  

教育大学 

附属 中学校 

平成 では

「附属 学校」

「附属 中学校」 

学校数 に とな ，学

級数 教員数等の 等はない  

義 教育学校への の め  

※ 立大学 の 第

改め ，附属 ・中学校の廃 ・附属

義 教育学校の ，学校組織の

な 平成 年 日 け

部 学 第  

%

9 %
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の 大学・学部の附属学校園の統廃合 ，学級数・学級定員数について い す  
 

１ 附属学校園の統廃合についてお い  

 
「ア」 の 合，実 年度をお き い 

1 1

21 1

2 2

 

 

２ 「１」で「ア」，「 」，「 」とお の 合， にお き い  

 

ア 実 実 中  

・ 附属大 中学校と附属 等学校大 校 を統合 中等教育学校と  

学 大学  

・ 附属 学校 附属中学校は，附属義 教育学校へ め，学校数

に とな                     大学教育学部  

・ 附属 学校 附属 中学校は，義 教育学校 学校名 附属 中学校

へ め，学校数 に とな       教育大学  

・ 学部附属で 園 園， 学校 校，中学校 校 特 学校 校を，

大学附属の 園 園， 学校 校，中等教育学校 校 特 学校 校

に                             大学  

 

計画 る 

・ 平成 年度 附属 学校と附属中学校を義 教育学校に改組する 定  

大学教育学部  

 

 

 

% %
%

%

－ 10 －
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検討中

・ 附属 学校と附属中学校を義 教育学校とする とについて，検討 ている

教育大学  

・ 中 校の 性について検討 ている  大学教育学部  

・ 附属 学校 附属中学校を ・中 教育校とする とについて検討を 定

で る 教育大学  

・ 学内に，附属学校園の 強 を検討する会議を の中で統廃合に関

て 検討 ている   大学  

３ 附属学校園の学級 についてお い 

%

%

9%

9%

16 2

17 1

1 1

20 2

21 3

22 2

23 2

2 1

2 2

27 1

28 1

2 1

「ア」 の 合，実施年 をお書きください 

－ 11 －
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４ 「３」で「ア」，「 」，「 」とお の 合， にお き い  

ア 実 実 中

・ 附属 園では，平成 年度 で 学級 名， 学級 名

学級 名の定員と てい ，平成 年度 年 育 学級

名， 学級 名 学級 名 とする め，平成 年度 定

員の学年 を の において，平成 年度は 学級 名，

学級 名， 学級 名と ，平成 年度は 学級 名，

学級 名， 学級 名の定員と ，平成 年度 学級 とな  

大学教育学部  

・ 園において 年 育への の め 学級 学級へ

大学教育 学部  

・ 附 平成 年度 り ス スに

附 平成 年度 り ・ 年 の 学級 ス， 年度 り ・ 年 の

学級 スを廃                      大学

・ 附属 学校 学級 学級 の め 学年 学級

大学  

・ 大学附属 特 学校 部の学級数を 学年 学級 学級へ

                               大学

・ で 学年 ス と を，平成 年度に入学 学年 ， 学年

スになる に 学校            大学教育学部

・ 附 平成 年度 の入学定員を， での 名 名に 員 ，平成

年度 でに 学年 定員を と て 学級 とな

附中 数は，平成 年度入学の 年 ，平成 年度に 学年

ス 計 ス を 学年 ス 計 ス に に

大学教育学部  

・ 附属 学校の学級数を 学年 に学年 で 平成 年度

学級 平成 年度 学級                   学 大学

・ 平成 年度に教員 の め，附属 園の学級 ・教員 名の

大学教育学部  

・ 附属 中学校で 年 ，附属 学校で 年 けて，学級を 学級

と

附属 園で平成 年度 学級 ，平成 年度 学級 とする

大学教育学部  

・ 学校 校 学級を 学校 校 学級に，中学校 校 学級を中等教育学校 校

学級に 中   大学  

    取大学  ・  成 25 年 ：附 属 園の学 数を 5 学 から 4 学 へ変更。

－ 12 －
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・ 附 平成 年度 学級を 学級に 平成 ， 年の 年の年 計画

で， スの受け入 数を ス する  

ス ス 定員 名 １ ス 定員 名 の に  

附 平成 年度， 学級の 学級を 平成 年度 平成 年度，

の学級 学級を 学級に 平成 年度，特 学級を じる  

附中 平成 年度，特 学級 学級を じる   大学教育学部  

・ 附 学級 学級  学級           大学教育学部  

・ 園の ， の学級数を へ        大学  

・ 附中 平成 年度 ，１学年の学級数を ス スに ，学年

で平成 年度には 学年で学級数はす て スにな  

大学教育学部  

 

計画 る 

・ 附属名 学校の な学級数 学年 学級， 学年 学級 を平成 年度

平成 年度に向けて， 学年 つ 学級を 学級に てす て 学級とする 定

で る                            教育大学  

 

検討中 

・ 園の 年 育の を 定 ている         大学教育学部  

・ 部学級の について検討中で る             大学教育学部  

・ 「 立教員 成大学・学部，大学院，附属学校の改革に関する有識者会議」の

を受け，学級 の 性は 識 ている ， な計画は 検討する  

大 教育大学  

・ の公立学校の を受けて公立学校とのバ ンスを考 の を検

討中で る                       大学教育学部  

・ 第 期中期目標期 中に年度計画に 附属学校園の に関する の検討

結果を す 定                     大学教育学部  

 

 

５ 附属学校園の学級定員 についてお い  

 

  

%

11%

% %

－ 13 －
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1 1

20 1

21 2

22 2

23 1

2 32

2 7

26

27 7

28

2 3

６ 「５」で「ア」，「 」，「 」とお の 合， にお い  

ア 実 実 中

・ 平成 年度 附属 園の 育内容を ・ と に 実する を とと

に，きめ な 実 の め，附属 園 学級数 附属 園

学級数 の の定員を 名， の定員を 名 定員数と

ては 名 名とな

附属 学校 ， ， ， の 校 については，平成 年度 ， 学

級 りの定員を 名と ている

附属中学校 ， ， ， の 校 については，平成 年度 ， 学

級 りの定員を 名と ている                教育大学

・ 附属 学校では，平成 年度 第 学年の 学級の定員を， 学級 名

名と ， 学年 を ている

附属中学校では，平成 年度 第 学年の学級の定員を， 学級 名 名

と ， 学年 を ている              大学教育学部

・ 附属 園では，定員 は， ， ・ は 学級 学級定

員 名 の 定員 で 成 てい ， の 園の を ，平成

年度 の学級定員を の 学級に改 に り りとな

る 学級定員 となり， 定員 とな

附属 学校では，平成 年度 で 名で 定員数を 名に  

附属中学校では，平成 年度入学者 り実 する 附属 学校の定員 に合わ て

実                          大学教育学部

「ア」 の 合，実施年 をお書きください。 

－ 14 －
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・ 附 学級定員数を に 平成 年度第 学年 学年 に

り平成 年度 成                       教育大学

・ 附 平成 年度 名 名 名 学級 名 学級 ，

名 名 名 学級 名 学級 ， 名 名 名

学級 名 学級

附 平成 年度 平成 年度定員 名 学級 定員 名 学級，平成

年度定員 名 学級

附中 平成 年度 【 求中】 定員 名 学級 定員 名 学級

大学教育 学部  

・ 附 平成 年度 り定員 を 学年 定員 に

附 平成 年度 り 年 で に る 数学級 を 入 学年

に り平成 年度 成

附中 平成 年度 り 年 で に る 数学級 を 入 学年

に り平成 年度 成 定      大学  

・ 附 名 名

附中 名 名  大学  

( 大学教育学部) 

( 大学教育学部) 

( 大学教育学部) 

( 学 大学) 

・ 大学附属小学校の学 定員数を 1 学 40 から 32 へ 小した。 ( 大学)

・ 成 28 年 入学 から，学 定員を 40 人から 35 人とした。これにより 学年の

定員は 140 人となった 4 学 ×35 人学 定員） 中学校）。

・ 附属小学校の学 定員数を 40 から 35 に 行した。 

・ 附小） 成 24 年 からの入学定員を，それまでの 120 から 105 に減員し， 成

28 年 在，1～5 年 の学 の定員は 35 ，6 年 の学 の定員は 40 となって

おり， 成 29 年 は， 学年の学 定員が 35 人となる見 みである。

附中） 成 25 年 から各学 43 を 38 とした。一 40 3 を一

35 3 とした。なお，学 は一 と の 合学 である。

附 ） 成 25 年 以前は 3 から 5 園 の ータ の定員が 160 だった

が， 成 25 年 新入園 から に定員を減らし，各クラス 28 とした。 成 27

年 から， クラス 28 になり， ータ の園 数が 140 になった。

・ 附属小学校 4 校で 1 クラスの定員を 40 人から 35 人に減らした。学年進行。 成 29

年 に小学校 学年の学 定員が 35 人となった。

また，附属中学校 3 校の学 定員減を 成 30 年 から実施予定。学 定員 40 を

35 に減。学年進行。 成 32 年 には 学年の学 定員が 35 。

－ 15 －
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・ 平成 年度 附属 園の 年 育入園定員を ， の学級定員を

と ， 年度に の学級定員 と 平成 年度 附属 学校

の入学定員を の ス と 平成 年度 平成

年度 でに附属中学校の入学定員を に の ス

と                        お の 大学

・ 平成 年度入学 ，附属 学校定員を 名 名に

平成 年度入学 ，附属中学校定員を 名 名に する とを計

画中                           大学教育学部

・ 附属 学校 附属 学校においては，平成 年度の 年 学級定

員を 名 名に じ 附属 学校の 学級 名を

大学教育学部  

・ 附 平成 年度 学級を に，平成 年度

学級を に き

附 平成 年度 学年 で 学級 を に き

附 平成 年度 学年 で ， ， ， ，

と に に する

附中 平成 年度 学年 で 学級 に き る

教育大学  

・ 公立義 教育 学校の学級 成 教職員定員の標 に関する の 部改 に基

き，附属 学校において ，平成 年度 第 学年の学級定員を

学年 と          大学 学部

・ 附 ア 学級定員 名 名

 ， 学級定員 名 名 ， は平成 年度  

附 ア 平成 年度 年 の 学級 に い 容定員数を  

大学 会学域学校教育学  

・ 平成 年度 附属 本 学校において 学級定員を へ じ

，平成 年度 附属 学校 に へ じ 校と

定員は 名とな                   大学教育学部

・ 平成 年 日に改 「公立義 教育 学校の学級 教職員定数の

標 に関する 」に る，学級 に する め， 学校 年 の学級

定員数を 名に                   大学教育学部

 大学教育学部  

・ 附属 園において，平成 年度 り ス， スと に定員

名 名に じ スを有 ているので， 数で 名の とな

ている  ( 重大学教育学部)

・ 附小）ア： 成 24年 40人 35 人

附中）イ： 成 30年 40人 36 人

－ 16 －
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年 日学年 に り 成 教育大学  

・ 附 ， 平 において，平成 年度入学者 学級定員を

と

附中 ， 平 において，平成 年度入学者 学級定員を

とする  大 教育大学  

・ 平成 年度 り， 学校において学年 で 学級を実 の定員  

平成 年度 り， 園において学年 で 学級を実 の定員  

大学  

・ 平成 年度 学校の学級定員を 名 名に 平成 年度

園では， 年 育の を ， 年 育のみの を の ， 園

の学級定員は， 名 名に 員            大学

・ 附属 学校では平成 年度に 学年で スの 数 ，附属中学校では

平成 年度に 学年で スの 数 とな  大学教育学部

・ 平成 年度 附属 園の の学級定員を へ 附属 学校

の１年 の学級定員を へ

平成 年度 附属中学校の１年 の学級定員を へ

取大学  

・ 平成 年度 附属 園 学年 学級に 平成 年度 附属 学校

学年 学級に 平成 年度 附属中学校 学年 学級に 平

成 年度 平成 年度 の附属 学校，附属中学校の義 教育学校への

改組計画に い， 期 での 数について検討中で る  大学教育学部

 大学教育学部  

・ 附小） 成 21 年 33 人 36 人， 成 24 年 36 人 35 人

附中） 成 27 年 40 人 36 人

・ 成 24 年 から広 大学附属小学校，広 大学附属 小学校，広 大学附属

小学校の 1 学年の単 学 を 1 学 32 人とし， 次学年進行を行った。

成 27 年 から附属 園の 4，5 の定員を 35 から 30 に 減した。同じ

く 園の 4，5 の定員を 70 から 30 に 減した。     (広 大学)

・ 附属 園では 成 27 年 より，きめ かな 育を とするため，4・5 の学

定員数を 35 から 25 にした。附属 小学校と附属 小学校では 成 24 年

より，学 定員数を 40 から公立学校の学 定員数に合わせて 35 にした。附属

中学校では 成 24 年 より，附属 中学校では 成 25 年 より，学 定員数

を 40 から公立学校の学 定員数に合わせて 35 にした。 大学教育学部）

・ 学 定員の減・・・附属 小学校 当 ( 学 )  1 学 年 40 人定員 30 人定

員 (  成 24  年 4  1 日)。 附属 小学校 ( 学 )  1 学 年 40 人定員 35 人定

員  成 24  年 4  1 日)。なお，附属 小学校 当 ( 常学 ) 1 学 年 30人

定員 を 32 人定員へ変更(  成 25  年 4  1 日)，小中一 に い，附属 中学校 当

の入試を  し 1 学 年 40 人定員 を 32 人へ変更  成 26  年 4  1 日)，附属

園 4 ・ 5 学  各 2 クラス））35 人定員 を 30 人定員へ変更  成 28

－ 17 －
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教育大学  

・ 学校 学校の学級定員を 名 名に

附属 園の 定員を 名 名へ， 定員を 名

名へ

園 園 の 定員を 名 名へ

平成 年度 中学校 中学校の学級定員を 名 名に

大学教育学部  

・ 附 平成 年度  名 名 名 名

附 平成 年度  名 名   大学教育学部  

・ 附属中学校の学級定員を 名 名に平成 年度 の は と

て平成 年度 実 附属 学校の 学級 平成 年度に 学年

となる とに て実                  大学教育学部

・ 附中 平成 年度 ， 学年の学級定員を 名 名に ，学年 で

平成 年度には 学年で学級定員 す て 名にな

附 平成 年度 ，年中 名 ス   名 ス ，年  

名 ス   名 ス           大学教育学部

・ 附属 園の 数年 の入園者数について， 年 育 入園 者数

向に るのに ， 年 育 入園 は 向に るとい 実 を

て，入園定員数の を には，平成 年度 年 けて定員

を 名 平成 年度 名 平成 年度 に する計画で る 年

度は改 １年目に り， 年 育 定員を 名 て 名 と

， 年 育 の入園定員を 名 て 名 と ， と

て 名 の 名定員 とな ている 平成 年度 に定員 を

本大学教育学部  

度 実 定 ( 大学教育学部) 

・  成 24  年 から，1  学 の人数を 30  から 26 に減員した 附属 園）。

 成 24  年 から，1  学 の人数を 40  から 34 に減員した 附属小学校）。

 成 30  年 から，1  学 の人数を 40  から 34 に減員する 附属中学校）。

し，16 0  から 成 31  年 には 140 となる予定である。 

・ 附小） 成 24 年 から 次，1 学 40 から 35 に 減を実施した。 成 29 年

で 。

附 ） 成 29 年 より，3・4・5 の定員を 20 ・70 ・70 から 32 ・56

・56 に変更した。 成 30 年 で 成。         (大分大学教育学部)

・ 附属小学校の入学定員を 成 24 年 から 105 人に減らした(それまでは 120 人)。

附属 園の入学定員を 成 25 年 から 2 年 育 32 人に減らした(それまでは 50

人)。

附属 園の入学定員を 成 28年 から 2年 育 20人に減らし(それまでは 32人)，

3 年 育 28 人に やした(それまでは 20 人)。        ( 大学教育学部)

・ 附属小学校においては 成 24 年 から実施 み，附属中学校においては 成 30 年

－ 18 －
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・ 附属 学校の 定員を 名 名と 附属中学校は な

大学教育学部  

計画 る

・ 附属中学校の学級定員を 名 名に する 平成 年度

大学教育学部  

大学教育学部  

・ 附属名 中学校 附属 中学校の学級定員を平成 年度 を に，

附属 園 の学級定員を平成 年度 を にする 定で る

教育大学  

・ 附属中学校 平成 年度

附属 園 平成 年度  平成

年度  年 育 定員 を に   大学教育学部  

・ 平成 年度 り，定員を のとおり改定

附 名 名 ス  名 ス を，

名 名 ス  名 ス に改定

附中 学年 名 名 ス を， 学年 名 名 ス に改

定                              教育大学

・ 附属中学校において，平成 年度 り ス 名 名へ定員 とする  

大学教育学部  

検討中

・ 中学校の 学級 名の学級定員について，定員 の方向で な方 を検討中で

る                         立大学教育学部

・ 部学級の定員 について検討中で る           大学教育学部

・ 附属 学校学級定員 【 】   【 】

附属中学校学級定員 【 】   【 】

附属 園学級定員 検討 教育大学  

・  成 30  年 から中学校の学 定員を 40 人 36 人に 減予定。

－ 19 －
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１ 組織の  

附属学校園の組織の は については，平成 年度は 大学 てい ，

平成 年度については 大学で る 平成 年度は 大学，特 学校 校と ・中学校

校とな ている 内容は， 者数の に る学級 ・入学定員 ・統合に る学校数

とな ている と ては大きな は ない  

校 を る 中学校 校，連携する ・中学校において学級数 「 中

」とな ている学校 校 る 「 を める 」につな る， 特 る学校 り

を てい る  

 

２ 統廃合 

平成 年度 の学校園の統廃合実 の は，「実 －計画 る－

検討中」 ，平成 年度「 － － 」，平成 年度「 － － 」，平成 年度「 － － 」

とな ている 附属学校園 数に する割合は はない のの，計画を実 に す大学

いている  

統廃合の内容と ては， 中義 教育学校への ，中 統合 中等教育学校， 中

は 中 教育校等 り，「学校教育 度の 学校教育 等の 部を

改 する 」を受けての ・ な取組と て できる  

統廃合については，「 立教員 成大学・学部，大学院，附属学校の改革に関する有識者会

議 」 平成 年 を受けての な るの ， 大学の の 向 目

る  

 

３ 学級数  

学級数 実 の は，「実 実 中 」の学校園数 ，平成 年度は

学校園で の ，平成 年度は 学校園と 実 年度については 年

学校園と大きな は ない  

学級数 実 学校園数は年 つでは る ている 実 の は，「 年 育へ

の の め」「教員数の の め」「 公立学校の を受けて のバ ンスを考

る め」「中期目標の結果を す め」とい ので て，「計画はない」の

学校園の割合 本年度調査において めて を割り 学級 は と教員数 と

に関 ている 「実 」の 数 園に関する ので り，「計画 る」「検

討中」 合わ て と 年度 みで る と ， 地域における の 向と

て 学級数 とする学校園 る と できる  

 

４ 学級定員数  

平成 年度の「 学級の 公立義 教育 学校の学級 教職員定数の標

に関する 地方教育 の組織 に関する の 部を改 する 」を受

けて，学級定員数 の実 年度は平成 年度 ー とな ている 附属学校園は，公立学校

園と なり，入学入園 の学級定員数 は，数年 は 学級定員数 となる 学校

年 お 年 のみの実 ではな ， ・中学校 学年での学級定員 の実 は，学校教育

の への お きめ な につな ていると考 る  

つ り，平成 年度入学者 り学級定員数 を実 附属 学校は，平成 年度に 学

年学級定員数 実 ている 学級定員数 実 の の ー 平成 年度に るのは，

－ 20 －
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学年学級定員数 実 附属 学校 附属中学校に 年度で る と 大き

ていると考 る 平成 年度実 の ，附属中学校での実 で る  

，附属 園で ，平成 年度を ー に定員 を実 する園 いている りきめ

な 育の実 ， 等 と て ている ，３ の定員を

ている園 ている ， に お の定員 とする とに り と

ては定員 と て調 ている は， 年 育 り 年 育の い とに

ていると考 る  

では， の附属学校園で学級定員数を ている 「計画はない」は とな て

おり，附属 ・中学校での 学級はな なる てる 員 の定員数は附属 ・中

学校に り で り， を る学校 る ， 学級を廃 附属 学校

る  

 

５ 合 考察 

を じて， ，平成 年度を ー に学校 は 向に る 「

学級の 」に基 い 学級定員に合わ る とと， 数の に する と な

で ると考 る ，附属 学校の学級 定員数 の き ，附属 園 附属

中学校の定員数 に てきている とは で る  

入学 の学級定員数を ， 学年 学 の学級定員数を てい とは，「

学級の 」の，「いじめ等の学校教育 の に に ，教員

に向き合 を する とに り， の 性に じ きめ で の い教

育の実 」に向 とに 結する は，公立学校へのモデルとなる けではな ，附属

学校園の学校 に研究 で スの 果を すと考 る  

な ，大学の の校 ている ，学級数 ・学級定

員数 は，特に附属 学校・附属 園における教職員の 員 に 結 ている の調

査において，学級 り 学級定員 の割合 いのは，学級 には教員数 の ス

と の つで 公立学校に る 教育委員会 実 する教

育 等の ない附属学校園 い る ， 数 は，

会 会 の に 結 ている  

に て，附属中学校では， 学級数 と教員数 は ールにな ない とは

の とで り，教職員の 員 は，附属中学校の教育実習を 学校 ， に教

育研究 ， 大な を す とは容 に つ と で る の に，附属学

校園 き教育活 のみな ，公立学校 ている教育活 について に な

なる ナスの 果 る  

統廃合，学級数・学級定員数については， 向に ると る な ， 大学

と附属学校園の は で り，関 する の ている 地域

に ては，公立学校の方 教育 教育 いと わ る 合 り，入学者の の

とな ている て，附属学校園の組織について に る とはできない  

，統合するに ては な となる 学校組織な の内部の検討 は

の と， 会な の 部組織に て，統合する との を を

で統合に取り組み， を実 てい る  

附属学校園 目 を するのは の とで る 教育 教員

を つつ，大学 中 とな て， 期 な を ， に 合 「 」を

検討 てい ると考 る  

 

－ 21 －
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 目  

１  附属学校園に求める役割について 

の 目について，附属学校園に求める役割についてお い 期 す

る の つに「 」を， 目に期 する の つに「 」を， 目に期 する の

つに「 」を， 目に期 する の つに「 」をお き い  

「 期 する の」 

「 目に期 する の」 

1

1

1

1

1

% % % % % 1 %

11

1

11

% % % % % 1 %

1 %

1 %

－ 22 －
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「3 目に期 する の」

「4 目に期 する の」

「 の 」の  

・ 学部学 の教育実習の 実，教職大学院の実践教育の ・ ン ーン の ，で

る とを基本と て， ， な実践教育の と て，附属中学校は「

」の の めの 部 学 の研究 定校と て，附属 学校は 部 学 の「

教育強 地域 」の研究校と て 学校 校 立 校 での 教

育研究を ている 本学の附属学校園と ては，地域のモデル校， な研究

校を目 ている     教育大学  

ア についての ント

・ 「 大学・学部との 研究」は「 教育 に する教育実践研究」を

中 に実  大学教育学部  

・ 「 」については，第 期中期目標・中期計画において特 の は ていない ，

附属学校と て 果 す き役割と考 ている   教育大学  

1

1

9

1

1

% % % % % 1 %

1

1

1

1

% % % % % 1 %

1 %

1 %
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２  附属学校園教員の の を目 ，働き方改革への取組についてお

い  

「ア」 は「 」とお の 合， な内容を い  

ア ている

・ 平成 年度 ，附属学校教員の についての意識改 に取り組み，

関 の 合 を 定 ， を する めの 等を て な

に取り組 でいる

教員の の の とつと て，平成 年度 ての 中学校に校

ス ムを 入 ， ・ の 有 ， の 成 の

合わ の廃 等を めている               教育大学

・ 附属 校園 園・ 学校・中学校・特 学校 のな の な取組 は，

期 の 定，会議の ・会議 のス ム ， の 選，連

の活用に る会議の ，公 研究会の 年 等 ， 働

を 年度実 に向けて検討中                   教育大学

・ 園では を 検討中 学校では と に する意識

，特 学校では 委員会・職員会議等の 選と校内 活用に る

の 有の取組を ている              大学教育 学部

・ 附属学校園の改革に向けては，附属学校の改革に関する有識者会議等に を

                               大学

・ 年を ての 働 を 入 ， 期 中に な 日を 定 ている

園

会議 の ， の 学校

働 の 用 中学校

等の内容 ・実 期の検討等， の活 の を つつ の

を めている 特 学校  

・ 組織改革委員会をつ り， 成を

・ の に ている

 ( 大学教育学部) 

 ( 大学教育学部) 

 (新 大学教育学部) 

%

%

%
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・ 附属特 学校において， ス ムを 入 ， の い

の に教員 に を意識 働き方を， り強 意識 ，

内で て には 員 する する に

， の取組を 校園に ていき い   大学 学部  

・ 公 研究会を 年 にするな ，教員の を できる に

大学教育学部  

・ を 定 ， 員 ている を ない 合は， と ， 期

する に ている 学校については， 期 を 定 て

員 ている 中学校については， 部活な の日に職員会議を ，

りは 期 にな   大学教育学部  

・ の 選， の 等に取り組 でいる  教育大学  

・ の に 度の定 日 定 校 ス ムの

の の の め，教員の公用 ールア スを 者に

公 の 校 を め，教員の を 画

成 に る 育て中の 性職員 平成 年度      大 教育大学

・ 教員の の に向けては， の 選 ， の 平日 日 日 は

日 日のい を ー部活デーとする と， ，会議 等に取り

組 でいる に の 等について検討を め，働き方改革を

い  教育大学  

・ 【附中 実 】附属中学校において， ，平日の １日を部活 日と て

いる ， 日の部活 に を けている

【附 検討】「 関， 等 学校に る 調査 等の

選」「教職員 ス 等 き の在り方 役割 」「学校の

特性を の在り方 を の在り方」について検討

ている

【附特 検討】 期 中における の 教育 ーデ ー ーの

に る ン ル ルスの   大学教育学部  

・ 働 の 入  取大学  

・ を 入 平成 年度 簿に る ，

のデー を 入，職 の改 を る 合 校 ス ムの

入 平成 年度 に り 改 を る 教育実習 の の と

の 校内 組織の 委員会， の 中学校の部活

を の を る 平成 年度， 部 部 部  

日の活 は ー ル活 者 の活 と て実 ている

( 大学教育学部) 

－ 25 －
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・ 年 の 働 を平成 年度 入 ， 期， 期 期に

け， に をつけ 用 ている

る附属学校の取組 職員会議の 会議等 ， の

の定 を ， 部活 の 日 の 入， ム ー に る

の と に じ             大学教育学部

・ 園 ， 校 定 校日を めている

者，附属の 校 等 な活 を て ている ，

者 部活 を て ている

附属中学校では，部活 の を ， 校を実 ている

に 日 日と 日の を ー部活デーと ている

教職員用 ルー アを活用 ， 有をする とで会議の ・ を

ている   教育大学  

・ 【 校園 】 職に る の

大学附属 等学校  会議 の  部活 の 日を 日

大学教育学部附属中学校  部活 の に る 日の

大学教育学部附属 学校  の教育実習 の 職

員会議の 数  でに 教職員 する 日を 定

大学教育学部附属 園  会議 の

大学教育学部附属特 学校  会議 の   大学教育学部  

・ 在， 附属学校において，校 ・ 校 の の ，学校と て研修 学校

の の の を とに り を目 と て する とを

ている

，大学改革の と て附属学校教員の働き方改革を け，学校 研

修の について する 定と ている           教育大学

・ 校園に ム ー を 入 ， の を に ている

会議 等の を ，ス すると に， な について 内

容の 選と を ている

実習 において ， ， を りな 果を ている

大 大学教育学部  

・ 職員の 特に 在 について ，職 の改

を基本とする会議 の ，会議 の な 大学教育学部

・ 附 職に る 働 を つ な

内の 内容・スケ ー ン の ・ ， 内容に基 の

と に 等の 検討，教育 の改

附中 活用に る の  デ ル 簿， ，

簿等の 成・ 入  デ ル に る会議 の  

を活用する とに る 有に する  数 に る職員１

りに る部活 の と の    大学教育学部  

－ 26 －
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検討 ている

・ 附属学校園における「 」を意識 働き方の検討

働 の 入

校 ス ムの 入

の 大学教育学部  

・ 附属中学校で 年度と 年度の 実 を調査 ，教育学部の委員会の

つ「附属学校 会議」において， 働の を に 議・検討を

ている 特に，附属中学校の部活 の ，附属学校の年 定の 選につい

て検討中で る 大学教育学部  

・ 働 の有 活用 会議等の 定  の方  等

大学  

・ 在， 定 に を定めて ている の を て，地域の

学校のモデルとなる な働き方改革について検討を めている

大学教育学部  

・ 会議の ，会議 の ・ 内な な   大学  

・ 附 在，検討中 の調査， 内容の 査 育なの ，園 なの ，

の なの を い， を ている

附 で な取組を てきている に組織 に取り組 め，

に ている

附中 の を る めス 校 トを 入 日の部活 は

を みと ，活 は で ，平日は １ 会議の

は みと ている 中の活 は， 日 内 ，大会は ，

・ 中は， 日 内とする

附特 職員アンケートの実 に る の い を い， の に

じて， 期 ・中期 の改 を検討・実 てい 定

大学教育学部  

・ 研究の の な教員等の について検討 ている

大学教育学部  

・ 附属学校へのアンケートを実 の結果を とに附属学校 部で「附属学

校教員の 内容の に関する検討 ト」を て， 年度中に

を す 定でいる 学 大学  

・ には ていない  大学 学部  

・ 部活の ， の在 ス ムな   お の 大学  

・ な方 を検討中で る  立大学教育学部  

・ の について， 学校 の ス ムを 入 ，

を ている き き， の中で 大 の 果を る な働

き方を検討 ている 大学教育学部  

・ 教員の を に ， に する意識を改革する めに ム ー

を 入する  教育大学  

－ 27 －
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・ 検討 ている ， を す でには ていない  大学教育学部  

・ 研究協議会の ，会議の 内実  大学教育学部  

・ 部活 については 日の内， 日は みにするな を ている 中学校  

で 日 てい 職員の 合わ を に す を ている

を 用 て教員 の 有の を めている    大学教育学部

・ 大学と附属学校教員との意 を定期 に実 ，年度 めに 校園で

を 成 ている ， なる 改 に向けて， 会議， 等

の 選を検討 ている  大学教育学部  

・ 在検討中 教育大学  

・ 簿に る を 中で り， の なる取組について附属学

校 で議論 ている   大学  

・ 中教 の に るとおり， な の 組みの 入を検討中

教育大学  

・ 附属学校園 で教員の の について検討 ている 中等教育学校では，

働き方改革の と て， の統廃合 と の の を検

討 ている すでに委員会の統廃合は実 特に， の につ

いて検討 ている                       大学

・ 附属 学校，附属特 学校において定 日を 定 り，附属中学校にお

いて教育実習 への教員の について を りするな の取

組を て，附属学校園 で働き方改革へ向けての意識を め と ている

大学教育学部  

・ 本学において の で る ， での活 をする 合は，教 に

を て を い， を て とで実 をする とを検討 て

いる 学校園で な を検討する と で る の結果

については，本学附属学校園 委員会の実地 調査において する とに

ている   大学  

・ 特に，教育実習期 中の な  大学教育学部  

・ 学校園での 改 の意 を職員会議・ 働 委員会等で実 ，附

属学校 委員会，校園 会で を めている には， の

意識改革と を ないルール， 職に る の  

入 の 成， 性検査の  校 アの有 活用 会議，

校内研修の  校 き の 簿 とデー  研究の

を研究の 性 大学との 研究 と 用性 公立学校で実践・活用 の で

検討                           大学教育学部

・ 部活 の在り方に関する検討

「チームと ての学校」の実 に向け 検討  (長 大学教育学部) 
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・ 平成 年度は 本地 の り， 附属学校園での教育実践 への取組等に

ついては，年 を じて にな ない 附属中学校では 年 期する

を は，働き方改革への取組の と て， 附属学校園の の

・改 に向けて検討を 定で る          本大学教育学部

・ 等の 年 ，研究 の改 ， デー での会議 ー ス ，

， 簿の ， 学期 の 入          大学教育学部

「 の 」の  

・ 学内の 研究の公 において， 年 で大学教員と附属学校教員の 研究

ており， の成果 附属学校の教育 職教員の 教育に て

いる

学習 の改 に けて， 部 学 の研究 学校の 定を受けて大学教員

と附属学校教員の 研究に る 学校 の研究 を 平成 年度は研究

学校の名目 定を受けて 中で る           教育大学

・ 大学教員 ている研究の検 の となる ，附属学校 協 ている

大学

・ 大学教員の ト研究に， に附属学校 協 ，協働研究を ている

大学

・ 大学の 研 研究， 部 学 研究 な 期 を ての な研究において

に協 ている                      大学教育学部

・ 附属学校の に大学教員 関わり， をする・ をする等を に実

ている                           学 大学

・ に中 の中 学 教育年 大会 中 教育 ，

にて大学教員と附属 園 園        お の 大学

・ 大学の教員と附属学校の教員 協 て研究 ，論 を ている

教育大学

・ 教職大学院教員と附属学校教員を する実践者教員の 用等教職大学院との

を めている                        大学教育学部

 実 研究における大学との連 について，あてはまるものすべてに を記入してくだ

さい。 

45

53

ウ： 42

： 1 8

0 % 2 0 % 40 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

：

イ：

※ 54 1 0 0 %
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・ 大学教員と附属学校教員の研究 会 平成 年度 でに

大 教育大学  

・ 附属学校教員を大学院に て実践研究を ている  教育大学  

・ 大学の教員と附属学校園の教員 て研究を めの組織と て教育 ス ム

研究 ン ーを ている で 教育の研究 大連携教育な

の実践研究を実 ている

園と 学校では，大学 活 学部 学 ス ー 学 ースと

研究を ている  大学  

・ 大学教員と附属学校教員 ， で修 院 の ール 実践研究を附属学校

園で ている 教育大学  

・ 学部教員と附属教員との 研究の 学部

大学教育学部  

・ 大学で実 ている 会，研修会 会等を ト ス ム

を 用 て できる に ている   教育大学  

・ 特に，学部と附属 ・中学校の連携教育の研究においては，学部教員を 研究者と

て 教 等に け， 研修会 教 等部会を定 に ている ，

学部と ・中学校の合 教育研究 会を実 ている     大学教育学部

・ 年度は，学部教員に る附属学校教員の 学研究 等の研究 の めの

の き方等 ナーを ，研究 の を じ  本大学教育学部

・ 附属学校園の ナーに大学教員 と て ている  大 大学教育学部  

・ 校内研修への大学教員の ，附属教育実践 合 ン ー研究 への ，

附属学校園と地域の 学校 連携 て ナーに大学教員の

大学教育学部  

４ 附属学校園の「チーム学校」の取組に， 大学・学部は の に連携 てい す

か。あてはまるものすべてに を記入してください。 

3 8

6

41

2 4

2 2

2 9

1 4

0 % 2 0 % 40 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

：
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：

：

：

：

※ 54 1 0 0 %
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「 の 」の  

・ 学 の大学教員 ，附属学校において定期 にス ール ン ーと

て ている 教育大学  

・ 特 学校において，大学・学部の学 会 学習の の に す

る と て を ている   大学教育 学部  

・ 学 への実地 の と て，附属特 学校の と の学校 に学

ン アと て できる 特 教育 教員と附属特 学校 連携を

ている 附属 ，附属中 は ない ，   大学  

・ 大学・学部の学 ， ン アと て， ール 等に ている 学校

大学教育学部  

・ 研究 に向けての ートを  大学教育学部  

・ 附属学校にス ール ン ー 名， の活 を統 を スー

ーバ ー を 名 ， ， 連 研究協議会を年 ている 大学

とな て組織 ， 附属学校の校内組織との連携を るな を強

ている                        立大学教育学部

・ 検討中                           大学教育学部

・ 大学の教員 ， を と ている ・ 者に て ン ン を実

ている 教育大学  

・ 附属学校部と て て 年度に 年を る め， を検討中で

る 大学  

・ ， ，研究 校等の研究 に わ ている  大学  

・ 附属学校園で じる に に する とを目 と 「附属学校 チ

ーム」を平成 年度に学部内に 委員は学校教育 での教職 を有する

教 名， ン ー を有する教 名 中 で る 平成 年度に

に関する ，教員に関する に関 ては， チームに る検討 に基

き， ， 者 教員への に

附属 在 の 等の わ る に ，附属特 教員の に る 級

り を ，成果を ている       大学教育学部

・ 大学教員，院 ・学 ， 学習をにな ている 意

教育実習 に， 育・ に 画する 会を ている 意  大学教育学部

・ 附属校園における公 研究会， ナーにおいて，大学教員 を ている

会， 学習等，学校園の に，大学・学部の学 ン ア てい

る                             大 大学教育学部

・ ， 会，学習 会な の学校 に大学学部の学 ン アと て

者 の 活 に学校 けでな 大学の 学 ン ア ー ル

協  大学教育学部  

－ 31 －
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５  公教育のモデルとなる附属学校園の特色 強みについて，大学・学部と て，附属学 

校園に公教育のモデルとなる特色を求めてい す  

「ア」 は「 」とお の 合， な内容を い

ア 求めている

・ 本学では， 地 ， ， ， の附属学校の特色を活 ー

を て 中 の教育 について研究・実践 ，教育委員会との連携に り

地 で る ナー 日 に を公 する とで成果を ている

，教育委員会との連携を強 ，地域の教育 を で 校園の存在

意義・特色を する とを目 ている   教育大学  

・ 附属学校園における ン ルー 教育 ス ムの ，研究成果の地域への  

大学教育学部  

・ 校 の連携・ 教育のモデル校となる と 学校・ 学級

い地域の特 を ，附属 学校での 学級の実践を て， ・ 教

育のモデル校となる と 大学教育学部  

・ 学校 とに，公 立学校とは なる 立大学の附属学校と ての存在意義 役割

学校な ではの特色を にするとと に，附属学校園 と ての存在意

義・役割 ・特色を にする と

附属学校 に取り組 とに て の き 意識 地域に に

てい 「 」ない 「 」となる き めて，公立学校の い意 のモ

デルを目 す と

ン ルー 教育 の を ，附属特 学校と附属 ・ ・中学校

の の 学習 ，附属 学校における 学習を する と  

大学教育 学部  

・ 教育委員会の研究協 校の                大学  

・ 公教育のモデルとなる な 取組 実践 等       大学  

・ の 等中等教育 の 等中等教育 に貢献できる教育成果の を求

め，附属学校は に の 等中等教育の教員を と 研究 会を ，

教育内容と の成果を公 ている                 大学

・ 研究協議会等の ー 定で地域の学校 に考 ている

大学教育学部  

%

19%

9%
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・ ム・ ント ・教育 ・特 等に関する の

大学教育学部  

・ 教育研究， バ ア， 園 中学校 教育，教育実習 な

学 大学  

・ 公立学校で実 できる，教育 ン ン の を ている  お の 大学

・ ム の のはモデルとなり ない ない ， 合 な学習の

のモデルとなる な「 活 を中 と 」を公教育に て ている  

教育大学  

・ 本学部附属学校園 ，地域のモデル校と ての役割 ，公立学校等で活用できる教

育・研究の を求めている   大学 学部  

・ 立教員 成大学・学部，大学院，附属学校の改革に関する有識者会議 を基

に改革を求めている   大学 会学域学校教育学  

・ 中 のモデルとなる とを求めている 中については平成 年度

義 教育学校と て なス ートを ， を 年度の附属

研究会の ー と て ている            大学教育学部

・ 附属 本 園， 学校，中学校では， ・ ・中の ムの り方を

検討 ている

附属 学校，中学校では， の活用に関わり，附属特 学校では ン ル

ー 教育に関わり，公教育のモデルを検討 ている     大学教育学部

・ 地域の公立校を研究協 校とする 大学 ・ス ール に取り組

み めている  大学教育学部  

・ 校 との連携の り方 大学教育学部  

・ 地域の教育委員会と連携 向 に向け 取組な ，地域の ー をと

取組

教育委員会の研修で附属学校園の 研究会を活用

察研修の受け入 方 等の実践モデルの   大学教育学部  

・ 附属 学校では，平成 年度 在に る で，教育の に関する研究

を て ており， を活用 教 の教育 の 実 ， 教育の

中 を 教 「 デ ア・ ケー ン 」の 研究に取り

組 でいる

附属 中学校では， 年 にわ る 中 校の実践 研究の実 の に立

て，平成 年度 義 教育学校に て，義 教育学校の教育・ につい

て実践 研究を め，モデルとなる とを目 ている      教育大学

・ 「教 公 ，研究 等 」「 ，協働 な学 の実践」「平

， ケー ン 等育成の めの ・ の

」「 教育の活用実践」等の特色を ， の成果を する  

(大 教育大学) 

－ 33 －
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・ 教育との連携を る とを求めている

附属 学校は 学校 教育を中 と な教育モデルとなる と

を求めている

附属中学校はアント ナーな の ア教育の 実を求めている

教育大学  

・ 第 期中期目標において「 立大学附属学校 果 す き を強 する め，

の 定 公 研究会等を じて ・実 な教育研究活 を実践 ，

の成果を するとと に，教育委員会との連携 研究会等を じて地域の

教育 の に する取組を実 する 」と定めている   大学  

・ 選に る な の受入 を実 ている

公立学校の教育 に関わる公 研究会・公 を実 ている を

公 な  教育大学  

・ 中期目標に「いじめ 等の地域 学校 在 る を する めに，

地域の教育委員会等との連携の り方 め， の方 を研究する 」と る

に，公教育のモデルとなる に特色 けている に， 学習 で求

め る「 ・ で い学 」のモデルと て， るいは 数教育の

モデルと ての役割を果 す 大学 の る 学校のいわ る「

の学習 」は有名な公教育のモデルで る   大学  

・ 附 附属学校での教 改 を と 研究を い，公立学校への

の め の教 研究会での 研究 会における と研究

附中 な教育 に関する 改 ム 改 公 改

等の めの校内研修の

附特 地域の学校 実践研究教 の在り方についての実践研究 ン

ルー 教育の について 等部の ース と教育 の検討

大学教育学部  

・ 学習 等に 取組等   取大学  

・ 平成 年度 の教育学部の教育 の に合わ ， 教育実習を

平成 年度を目 附属 ・中学校を義 教育学校に統合 附属学園に改組 ，

の教育 教育組織， の活用 な を研究 ，地域における義 教育

学校のモデル校となる とを目 す ，地域に貢献する附属学園と て，

の教育 に 実践研究， のいる教員研修 ン ーと て 職教員

研修 の強 を る と等を求めている          大学教育学部

・ 中 ムに基 学校教育

・ス ール 度に基 学校教育  大学教育学部  

・ 附属中学校における に 日 日と 日の の ー部活デー

・ と ・中の のと で連携する ・ ・中 教育 ン 活 ・

学習等 の

な教育 教育，学 向 ， 者・ ア教育 の に する教

育・学習モデルの                     教育大学

－ 34 －
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・ ム 研究大会の 特 の ア教育 等

 大学教育学部  

・ 平成 年 日に役員会で 定 「附属学校の活用に関する基本方 」にお

いて， 地域の教員の ・ の向 教育活 の に する「地域のモデ

ル校」と ての を める と定めている  教育大学  

大学教育学部  

・ 学校 教育の ン ルー 教育 ス ムの  大学教育学部

・ 地域のモデル校と て教育・研究 の 役割を する めの 目

教育・研究 ，大学・学部との連携，地域との連携，附属学校の役割・ の

を 定 本大学教育学部  

・ 大 の教育 を する めの な モデルを ている

大 教育委員会の意向を 研修校園と ての の 実を ている

大 大学教育学部  

・ 中 ・連携教育 「 で で い学 」を す学習 の実践

大学教育学部  

・ の学 向 に する実践 研究の， 会に 教育 モデル

の

地域貢献と て， 内 の教育関 者の研修等を な受入

地域の 中学校の特 学級に在 する の学級で を受ける

の の在り方について， の 者，特 ，本校の特 教育 ーデ

ー ーで 研究を実               大学教育学部

・ 公立学校は な を受入 ，地域の教育 を て公教育の を果

す と 求め ている の学校 の１つのモデルと て い

大学教育学部  

検討 ている

・ で公立学校の教育の での ， ， 教育， 教育， 教育等

の実践 研究の ， の ，特 の な への と ン ル

ー 教育等，学校 の な に取り組 でき な に取り

組 とと に，教育委員会との連携を じて，公立校への の に め い

教育大学  

・ の働き方改革をはじめと て，検討を め と で る

( 大学教育学部) 

・ 3 期中期目 ・中期 として，「 小・小中の接続 教育 ラム10 目の開

発のために， 小中の連 的な学 の研究に く実 的な授業研究を行い，多様

な子 たちを受け入れながら，地域が える教育課題 に向けた教育研究 の

実験・検 の として附属学校園を し，地域の 校として，その成果を地

域に還元する。」を げ，年 に って各附属学校園で取り組んでいる。

－ 35 －
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・ 附属学校における公 研究会の在り方を ，附属学校と学部 に連携 て，

公教育のモデルに する な研究・教育の組織 りに ている

大学教育学部  

・ ・ に る ・ な い学 の実   大学教育学部  

・ 協働 ， 究 な学 について ートを   大学教育学部  

・ 教育委員会の連携の と， な教育 に関 て検討 ，教育 を

教員 成と 職教員の研修に関 て 画立 を 「教育 成・教育実践研

究協議会」を 年度中に 立 ，附属学校園でのス ルア の を検討

ている 大学教育学部  

・ 地域の特性 ー を 特色について検討 ている  教育大学  

・ な教育実践の に る 教員への成果の ，研修 の 実

地域の特 を 教育 ムの   大学教育学部  

・ な教育の り方について研究を め地域の教育改 に貢献する けではな

，学校をめ る な の に向けて のモデルを できる な研究に

取り組 と できない 検討を めている   大学教育学部  

・ 検討 ている  大学  

－ 36 －
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1 附属学校園に求める役割について 
「附属学校園への期 度」を する のと て， 年度 定 で る 年度

は， 年度のアンケート 目 「 な学校 」を い 7 目で わ 「 期

する と」では， 年度と に「 学部 の教育実習 等の教員 成」の 数

，「 期 」 「4 目に期 」 での 数の合計において

の と り「教育実習 等の教員 成」 附属学校の 存在意義と て， り

てきている と る

「 期 する と」で 数 2 目に のは，「ア ・実 な教育実践

研究」「 に する教育実践研究」で 「ア」「 」「 」の 3 目は，

年度と に 目 り 数 い ，「ア」 「 大学・学部との 研究」

は，「 期 」と「2 目に期 」のい において ， 年度に て割合 大き

ている 教育に関するいわ る基 研究 ない と ると で り， の実

践の と ての附属学校の存在 わ ている

 方，「 地域教育 との連携協 ・地域教育の 貢献」を「 期 する と」に

る割合 ている と 目 で る 有識者会議の を と 察 る ，

す き 目にな てい で と わ る ，「 への

教育」の 数 ， 年度に て と て ている 学校 の特色と て， を

に とする きの と考 る

大学 期 する役割と て，教育実習 い割合となる とは と て ，「

教職大学院 職教員研修 実への貢献」への期 い とに 目する

る 特に， の教員 成 大学における教職大学院の役割を ， と大きな期

て いのではない

２ 働き方改革への取組について

「ア ている」「 検討 ている」を合わ ると 95 になり， の大学・学部にお

いて実 ・検討 め ている な内容は にわ る ，大き は「 の

」と「 の 」に け る 者では， 働 の 入 職に る

の ，会議等の ， ム ー 入な ， をい に する な

とな ている 者では，部活 の について ている と ， は

り教員には部活 に る 大きい と み取 る ，公 研究会の 年 な

の取組 る

な内容は， 学校園にと てとて 考になる のと わ る 年

度の本調査では， の改 について， ， と検 を 結果 て る

果 ， なる について できる に い ， の 会を

に ける と 有意義で ると考 る ，17 での は， の にはな

る ， の でき ，附属学校園での に き いを じる教員にと ては い

で るとい 方 るで の な な について意 する と

は有意義で る  

－ 37 －
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３ 実践研究における大学との連携について

「 附属学校園の研究会・研究会議に大学の教員 ている」では 98 と， と

の大学・学部で附属学校園の研究会に大学教員 ている 「ア 大学の教員と附属学校

園の教員 で研究を な研究会 る」 80 を ，「 大学の研究会・

ナーに附属学校の教員 ている」 78 と い数 で る

， は の内容で る と て を 度で り，研究会 ている

けで りと，大学の研究 と附属の実践 ン ているとはい ない の

る の中で， の な特色 る み る

・大学教員と附属教員 で， 研 等 部 の研究 学内 公 な で 研究・

論 な を ，大学の 等へ て する

・ で大学院 の実践研究を

・ で 教育の研究 大連携教育な の実践研究を

・大学で実 ている 会，研修会 会等を ト ス ムで

する

４ 「チーム学校」の取組と大学・学部との連携について

 大学の教員に る と学 に る に大 る 大学の教員に る は，特

75 ，教 教育 70 と， い数 で る では，ス ール ン

ーと ての み 部活 への ・ は 11 で と て ない のの，

る と でき 大学・学部の学 ている は， 40 55
で り， 数 の大学・学部で わ ている と わ で ，特

，附属学校園の ー の強 わ る い と ては，学 ン アに る，

学習等の る

，大学のガバナンスに り， 取組は強 てい と る のと

き， なる と ての ではな ，附属学校園の教員にと ての学 学 ・院 の学

につな る わ る とになるで

５ 公教育のモデルとなる附属学校園の特色・強みについて

「ア 求めている」「 検討 ている」を わ ると 90 を ， の大学・学部で

の で取組を ， は検討 ている な内容は にわ る ， 校 連

携， ム・ ント ・協働 な学 な の 学習 への ，

ン ルー 教育， の活用， な教育 ，いじめ への な

る 向に る ，数は ない 「働き方改革」のモデル に取り組 でいる， は検討

ていると る とに 目 い

方，9 とい できない割合の大学・学部で「 求めていない」とい る

と と てはな ない

 な取組 わ ている ，実 に公教育のモデルと て公立学校に取り入 て

いる は， の検 求め る

－ 38 －
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平成 28 年に ，「 立教員 成大学・学部，大学院，附属学校の改革に関する有識者

会議」では， 立大学・学部の附属学校園について，教育実習 教員組織，教職大学院な ，

な 議論 ， の存在意義について とな てい す の に る大学・

学部の ， の についてお き す の にお い

１  大学・学部のガバナンスについて， を てい す  

「ア」 は 「 」とお の 合， な内容を い  

ア ている

・ 校 大学教員 附属学校に を いて学校 できる ，学内での委員

会 数を平成 年度 を ている 校

園 期 期 を

校園 の 研修を実 するとと に，校園 会議を て を

有する とに り附属学校の を ている

に る附属 職に する の ・ ，附属学校 の ，附

属学校 会議の実 に り，大学のガバナンス強 め ている

教育大学  

・ 平成 年度に検討を ，実 には ていない ・ 教育委員会で 職教

員 なる と ，本学附属学校園に 校 と て できる校 の

ない年度 ，大学 用の でお いする と け ない

に る と ，平成 年度に 成 ガバナンス 検討の じてい

る                              教育大学

・ 附属学校 部の と校 の                大学

・ での附属学校連携 学部 ， 校園 に ， の に学部 ，

議員を 「附属学校の在り方検討委員会」を て附属学校園の に

ついて論議を めている 大学教育学部  

・ 校園 と学部 ・ 学部 との会議の定 ，いじめ の めの

組織の 等を ている   大学教育学部  

%

%

%
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・ 附属学校 部の を強 する めに，附属学校 部 スト ，附属学校

を 員 附属学校 部を 実 るとと に附属学校 部組織を

，附属学校 に できる 実         学 大学  

・ 定校とな と り，大学学部と附属 校の な連携とガバナンス

強 を                     大学 学部  

・ 附属学校統 附属学校 協議会の  

 大学 会学域学校教育学  

・ 附属学校 校園 なる附属学園を         大学教育学部  

・ 学組織と ての附属学校園 協議会，附属学校 を ている  

学部においては，附属学校園 委員会，附属学校園学部 を ， の

り方について検討 ている                大学教育学部  

・ 附属学校 の 学 学 特 を いて，教育委員会 な役割を する

と に，附属学校園の に に関 ている      教育大学  

・ 平成 年 日 けで， 附属学校園について での学部附属 大学附属

へと改組 ，学 －附属学校 －附属学校部 － 附属校園 とい ・

統を 立 みで る                     大学  

・ 附属学校連 協議会は じ ときに 附属学校に る な を

検討する会議と て けている 平成 年度 り附属 校 会は

定 会議を ，附属学校の ・ の ，中期目標・計画に る附属学校の

な について ・意 を とに り， の について検

討お な を と ている 平成 年度 り，教育学部・附属学校

研究部会において，附属学校の り方 研究の方向性と について学部と附属

校で協働 て検討 ている ，附属 校教育実習 委員会を  

大学教育学部  

・ 平成 年度に附属学校の内部統 ス ムについて をは り 大学，教育学

部との連携 について              大学教育学部  

・ 平成 年度に，教育学部に附属学校 の 学部 を に１名 き，附属学校園

で じる ， に学部と て に する を 平成 年度

り，附属学校 委員会を年 年 の と ，附属学校園で じる

， に学部と て に する を     大学教育学部  

・ 平成 年度 ，学校教育 改 に い，大学・学部のガバナンスについて ，

の 等を ，平成 年 日 学 の 職 ・ 数を

， 学 附属学校 を い             教育大学  

・ すでに平成 年度 り，附属学校の つ な を る とを目 と

附属学校部を ，学 名 附属学校部 を する とと

ている                           教育大学  

・ 附属学校 委員会を中 に に を り，特に平成 年度 り との

に る 校園 と，学部 附属学校園統 度を 入 ，ガバナ

ンスの強 を                    大学教育学部  
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・ 附属学校 会議，学部・大学院・附属学校園連携委員会， 教育研究 委員

会等の組織を とに，大学内の ント を 立 ，大学・学部のガバナン

ス する に ている 大 大学教育学部  

・ 大学と附属学校の な を強 する め，平成 年度 り学部 附属を

統 する「附属学校園統 」の職をおい 関連 て，校園 は， との

にな                        大学教育学部

検討 ている

・ 校園 度を廃 ，統 校 校 を  大学教育学部  

・ 附属学校 会議をおいて，附属学校校 の について検討 ている

大学教育学部  

・ 学 大学附属 会議 ，附属学校園の 検討の を受けている  

大学  

・ 委員会を立 ， 校園 と学部 の定 会を立 ，附属学校園

の在り方について検討を めている   大学教育学部  

・ 附属学校における の への大学教員に る の を検討中

大学  

・ 附属学校園の中で 特に な教員に学部との連携の中 役割を わ る

大学教育学部  

・ 学部教員を学校 と ている   大学教育学部  

・ 校 ・園 の お の 大学  

・ 検討する 定で る  立大学教育学部  

・ 「教育 成・教育実践研究協議会」を中 と て，附属学校園での教育・

研究を，大学と附属学校園， 附属学校園 での統 な考 方の と する

とを検討 ている 大学教育学部  

・ 学部教員に る統 な 大学教育学部  

・ ン・ストー ン に なア デアを 合 ている で る

教育大学  

・ 「入学者の選考－教育・研究－成果の 」の有 なつな りの に向けて，

大学・学部のガバナンス強 は で ると考 ， に

大学 学部  

・ 附属学校 委員会を ，検討を めている   大学教育学部  

・ 校 の 大学教育学部  

・ 校 の について検討を めている   教育大学  

・ 学校 部に附属学校 を とを検討 ている   大学教育学部  

・ 在，大学・学部と附属学校園 連携 て附属学校 委員会を組織 ，附属学校

園の を ている ， の 成員 方 等について を ている

( 大学教育学部) 
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・ 大学に る附属学校のガバナンスを改 する め， の附属学校部の を強

て，公立学校の教育委員会に する を できる 改革する  

教育大学  

・ 平成 年度 ストを ，教育委員会の ， 立 等学校

を 者を 附属学校園の 等 者 学校 につ

いて， に基 な を ている           大 教育大学  

・ 大学 部に る 会議で検討を ている          教育大学  

・ 校 の を 年度 実 できる に検討 ている ， 在の附属学

校部の を強 する方 で，附属学校の教育内容 内容に み で統 で

きる 組みを る 定で る                  大学  

・ 附属学校園の り方について，学部と附属学校 な関 の とで検討する と

できる な連携組織の り方について検討を ている  大学教育学部  

・ 検討 ている                           大学  

・ いじめ への学部 の について            大学教育学部  

・ 校園 の り方について，検討 ている           大学教育学部  

・ 学部附属学校園は，校園 は の で り大学教員ではない と ，教

育学部 学部 附属学校園 附属学校園を統 ，学部 のガバナンスに

る 実 できる ，附属学校 協議会 学部 ，附属学校園校園 ，実

習委員 ，教 委員 ，研究 画 委員 で組織 において，定期 な ，

を ている                     大学教育学部  

・ 附属学校園の については，学部・附属連 協議会を年 ，学部・附属 委

員会を ，教育・研究・ ・ の にわ り，学部

の統 ・ を できる を ている 附属学校園に 有の

・ 等 じ には， 学部 校 の に り，

を 学部 に ている              本大学教育学部  

・ 教育実習 学部との 研究を する とに て， で てき 地域貢

献 教員 習の実 ，地域教員研修の実 ，校内研修への教員 な

を り 実 るとと に， の成果を に する   大学教育学部  

・ 附属学校 ー ン ルー を学部 の に て めている  

大学教育学部  
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２  附属学校園の教員組織について， を てい す  

「ア」 は 「 」とお の 合， な内容を い  

ア 実 中を

・ 附属学校 の連携を強 する め， ーデ ー ー教員 名 の

大学  

・ 大学教 で 学校 に できる に 改 を ，附属学校

での の を検討中   大学  

・ 附属学校の教員の 部を大学 用とする と ，大学の教員 特 教 と て附属

学校の を する と，附属学校の教員 特 教 等と て大学の を

する と等を めている 大学教育学部  

・ 校 の の 入を平成 年 日 り 定

大学 会学域学校教育学  

・ 附属学校 で教員の を   大学教育学部  

・ 平成 年度 り， 教員 の 用の ， 教 の 用を

の の め                  大学教育学部

・ 附属学校 計画の中で， 数・ ス数の に合わ て教員定員について

の 度に てい 計画の実 中で る ，平成 年 日

けで，教 の 向 の め， 教 職を する ，大学本部と協議中で

る                               大学

・ 中等教育学校では委員会 度の改革を実 では，教育研究 を統 す

る「教育 委員会」と学校 を統 する「 委員会」で組織 てい の

を，「学校 委員会」に統合する とで，学校 と教育研究の を統 て

意 定 にできる組織に改   大学  

・ 職 校園 の大学教員との については， 議論 ている

取大学  

・ 附属学校園の学級 ， に じ 教職員数の

園 平成 年度 名 ， 学校 平成 年度 平成 年度に 名の教

員の ，期 き教 ，中学校 平成 年度 平成 年度

の に 名の ，期 き教   大学教育学部  

%

9%

1 %
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・ 附属特 学校では，平成 年度 り の校 ・教 を定員内で ，

日 の と， な学校 への取組を

中 ムに基 学校教育を する め，附属 学校と

中学校では 改 の ， ・中学校の校 組織を統 ，

な校 できる に を ている        大学教育学部

・ 平成 年度 り との に る 校園 を 入

大学教育学部  

・ 平成 年度 り 校園 を廃 ，大 教育委員会 附属校園に 校園

る にな に い，学部 り連携統 ている  

大 大学教育学部  

検討 ている

・ 附属学校の を 大 できるガバナンス を する めの 校 を検

討 大学教育学部  

・ 附属学校の の在り方 学級数について検討中で り， との連 で教員組織

について を 定で る   大学教育学部  

・ 附属学校園の役割 る中，特に中学校において，教員数の

実 る 等の を検討 ている   教育大学  

・ 校 の の検討  大学教育 学部  

・ において検討を 定 ている  大学  

・ 園の を中 と の在り方について検討中で る

大学教育学部  

・ 附校 の についての検討に

中学校 校 の を る   大学教育学部  

・ な 職 の な 中学校   大学教育学部  

・ 教委等 の学校 の について   大学教育学部  

・ 組織改革委員会の と附属での議論を る   大学教育学部  

・ 校 の ・ 教 の 員を検討 ている   学 大学  

・ 校 ・園 の に 組織の   お の 大学  

・ 検討する 定で る  立大学教育学部  

・ 公立学校 教員を， の校 と て 用する とを検討 ている は，大

学での で る 大学教育学部  

・ 校 の 大学教育学部  

・ 校 の について検討 ている ， 結論は ていない  教育大学  

・ 附属学校園の改組に て，検討 ている  大学 学部  

・ 学校の 実 に な教員 について検討を ている

・ 校 の について検討を めている

( 知教育大学) 

 ( 重大学教育学部) 
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・ 大学教員で る 附属学校園の校 の と， との に て す

る 校 との連携に るガバナンス を で に強 する めの の

と ，教員組織の を めている   大学教育学部  

・ 在検討中 教育大学  

・ 平成 年度に 教 ，平成 年度に 教 を ， 在に ている

大 教育大学  

・ 職の について検討 ている

との の 実を る とについて検討 ている  教育大学  

・ 附属学校教員の定年 職等に い，教員 を な ， な教員 の 組

みを検討 ている

教育委員会との の活性 を ている   教育大学  

・ 校 の と， の とにと な 職の 成について検討 ている

大学教育学部  

・ 附属学校 強 検討 な で検討 ている   大学  

・ 校園 の り方について，検討 ている  大学教育学部  

・ 校 の と に する附属学校の について，検討を 定で

る 教育大学  

・ 定  大学教育学部  

・ 附属学校園と に，地域 者の ー に合わ て の 性に る検

を て いな ， の 方で， な園 ・ ・ を受入 教育・

研究を実 する めに，特 な な に に できる教員の

成に する ート の検討を附属特 学校と連携 な めている

本大学教育学部  

・ 第 期中期目標期 中の附属学校園の に関する 検討 を 学部 の

で ，検討を                   大学教育学部

・ 附属学校 ー ン ルー を学部 の に て めている

大学教育学部  

３   附属学校園における教育実習について， を てい す  

1%

1%

%
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「ア」 は 「 」とお の 合， な内容を い  

ア 実 中を

・ 附属学校教員の 働の と学 の の め，教育実習 を

でに 校 る とを実 ている   大学教育学部  

・ 教育実習 委員会等と協議を い， 教育実習 の り方を改

大学  

・ 修の 大学教育学部  

・ 年 の に実 る教育実習Ⅱ 本実習 を 実 る めに， 年 期に

教育実習Ⅰ を実 する 平成 年度

大学教育学部  

・ 教育実習 ン ー ンの 期と内容の 検討   大学教育学部  

・ 教育実習の実 き， を ， り合 な 方 に改め

大学 学部  

・ 教育実習 ン を ，附属学校と公立学校に教育実習に 学 の取組

に じない に ている

， の実習 を受入 る附属学校においては， 年， を する教育実習

ている と ， に大学教員と附属学校教員で な教育実習

についての 合 を り， の 数・ 数を り ，大学と附

属学校 連携 て実習 わ る を ている   教育大学  

・ 本学部では， 年 の 学校・中学校での の教育実習の に 年 を

て実習を ており，附属学校における実習を 年 ・ 年 ・ 年 に ，平成

年度 年 とと             大学教育学部

・ 附属学校園での教育実習 の受入 数を ，学部と附属学校園 連携 実習

の実 を めている

の に て 等について改 の検討を めている

大学教育学部  

・ 大学の ー ー 入に   大学  

・ 平成 年度 り，附属 校教育実習 委員会を ，教育実習に る

等の検討を学部の教育実習委員会と附属 校 協働 て とに り，

教育実習の の向 ると に な実習実 でき

大学教育学部  

・ 教育実習 の 数， 内容， 等の

学部教員に る の  大学教育学部  

・ 教育委員会 公立学校に ている を，教育実習 の 成す

る の に取り入 て めている 附属 学校と 中学校では， ・中学

校での 目 特に 活における 活 な について 校で統 を り，

を ている  ( 大学教育学部) 
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・ 教育実習 の 定を に い，教育実習 の教職 を する めに，

大学 とな て，附属学校園との連携の に，教育実習への に関する

「教育実習 査」 学 用する「 ルー 」を ，教

育実習 に活用するとと に， ルー では，大学教員，附属学校

における 教員 有 ，学 への に ている     教育大学  

・ 学部改組に ，実習校割り て学 数の  

実習 方 の 附属の統 の方向で        大学教育学部  

・ 平成 年度入学 り， ・中 方の 取 者には， ・中 方の附属での

教育実習を                     大学教育学部  

・ 第 期中期目標と て，学 の実践 を 実に育成する め，教育実習改革

を とと ている 年 の基 実習においては附属学校教員との ーム・

ーチン に る の実 に する と， ， 年 の教育実習において

す てを実習 に る方 ，附属学校教員とと に とな て

する方 に改め，実習の を するとと に， に な を い

る実習に ，実習 に を る にする とと ている  

教育大学  

・ 教育実践 ール 習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを て，大学 年 り附属学校園に関わり

を ， な教育活 実践 の基 を につけな ，教育実習において，

実践 を につけ る 教育実習委員会を中 に を い実 て

いる                           大学教育学部  

・ 察実習 入 の 方 の改  

実習 でのアンケート調査 学 に る実      

特 な を する学 等の の 実の めの 有・連

の 検討  

大学院実習について                    大学教育学部  

・ 学部の教育実習委員会において，年度計画に て， ・ ・中・ ・特

の 取 に な教育実習の年 計画 計画・実 ・ ・改 を 定 ，

学部教員と附属学校教員と 連携 な ，学 の教員と ての を育成

する を ている ・ の を受け，平成 年度 り

「 ・中学校 の特 実習」「特 の中学校 実習」を に

け，学部学 の 取 の を る に改 を  

本大学教育学部  

・ 教育実習の ・基 を ， で 用性の る 基 ・ を 校園

で統 て 成 平成 年度 り実 する  

大学・学部の協 の と， 成， 研究等の を 実  

教 のみな ，学校 で役立つ実践 な内容を り み，実習の 果を

ている  

実習成果 る に，実習 ート 研究会の在り方を検討 改 ている  

大 大学教育学部  
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・ 中 教育 ースに にと な て， 学校 実習を け

大学教育学部  

検討 ている

・ ，検 を い， を検討する 定  教育大学  

・ 教職大学院の 学部改革等に する め，教職大学院，学部 附属学校

園 り連携 実習 を検討   大学教育学部  

・ 本学では，有識者会議 附属校園での教育実習期 中の大学教員に る

り ， の る学 には を 等 をお な 等の を てい

る 在，大学改革に向け 検討の で り，教育実習について き き検討

てい とになる と 教育大学  

・ 察 実習の り方 大学教育学部  

・ 実習 の受入 数 実習の内容・ 実度等を検 ， り 果 な実習受入 を

検討 ている  大学 学部  

・ 教育実習の 期について検討 ている  大学教育学部  

・ 在， 年 に ている教育実習を 年 に ，附属学校

の実習 の 定                   大学教育学部

・ 大学の教員 成 の入学定員 と ， 員 の教育実習の を検討

ている  教育大学  

・ 附属学校と地域公立学校の組み合わ に る教育実習 の 検討

大学教育学部  

・ 在検討中 教育大学  

・ 教育実習 に，学校 を する 会と て「学校 ン ーン 目」を

，受入 と て附属学校園 わる とに り，教育実習の 実を る 平

成 年度 実 定                   大 教育大学

・ 教育実習の 修に る，実習 の 基 義の る者に する

等を する とについて検討 ている   教育大学  

・ 教育実習 ー 教育実習における実践 の向 に る 標を 定中で る

教育大学  

・ 年度 連合教職大学院の に い，教員 成 の 度 を る内容への

改定を検討 ている の教員研修学校との を り，特色の る教員研修学

校の り方を検討 ている                   大学

・ 教員 の改 に て，学部 ムにおける な実習の り方

察 実習，教育実習， ン ーン な について検討を ている

大学教育学部  

・ 特 学校教育実習については，第 取 者の教育実習を， 立

の特 学校実習協 校において実 する との検討   ( 大学教育学部) 
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・ 学部改組に て，教育実習委員会 附属学校 ー ン ルー において検討

ている                         大学教育学部

４   附属学校園において，教職大学院との連携を てい す  

「ア」 は 「 」とお の 合， な内容を い  

ア ている

・ 教職大学院の 部の実習 ，附属学校を活用 て実 ている

附属学校の教員は，大学院研修 度 入学 ・ に り，大学院で研修

を と とな ており，教職大学院で学 修 を取 する と

る ，研修員の 属する附属学校には， 研修員の の

を と て ている

附属学校で る研究大会に，教職大学院の教員 者等と て てい

る 教育大学  

・ 平成 年度 の教職大学院では， な実習の と て附属学校を けてい

る                            大学教育学部

・ 教職大学院 の めに，附属学校に「 ア育成 ス」を け，附属 学校，

附属中学校，大学教員 名，計 名の教員を ，スト ート ス

ーを中 に ン ーン を め，教職大学院 の実践教育学習の と

年度 ，附属学校 本学教職大学院で院 と て学 教員の数を 名 す

とと 教育大学  

・ 中学校において教職大学院 定 ー の と教育 で実習を 実

習校とな ている

特 学校において教職大学院 の ン ーン を とと に， 校の

教 教職大学院の 員 教 を を ている

・ 附属学校園における，教育実習の実

( 大学教育 化学部) 

 ( 大学) 

9%
%

11%
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・ 教職大学院と附属学校園との連携については，教職大学院の実習 受け入

ン ーン 連携協 校での学校実習の に学部 院 を に 日 実

に り，院 ン ンス 教員を受け入    大学  

・ 附属学校園での実習の実 大学教育学部  

・ 附 中 スト ート ス ーの院 「 ン ーン 」において附属 中学校

で実習を ている 中の教 大学院の を ている 大学教育学部

・ 附 教職大学院の教員への研究協

附 附属学校の中 教員を選 ，教職大学院へ 学できる を ている

，教職大学院の学 の研修の と て，附属学校を ている

附中 実習の受入等

附特 義の で実習 定 ている   大学教育学部  

・ 実地研究Ⅰ 教育実習 を て附属学校で ている  大学教育学部  

・ いわ るスト ート ス ーの大学院 の実習を受け入 ている

大学教育学部  

・ 教職大学院の特 教 と て附属学校教員を ている

教職大学院改組に い教育実習の ール と て附属学校園の 用を検討 てい

る 学 大学  

・ 連携協 校と ての院 の学校実習，研修の受け入  立大学教育学部  

・ 教職大学院における連携協 校と て ， 附属学校園の教員に向け，教職

大学院への 学を めている 大学教育学部  

・ 在，附属特 学校において，校内で めている教員研修 教育改革等に関す

る トに教職大学院の と て ている ，附属学校

園を教職大学院の実践の と て活用 ていき いと考 ている

大学 学部  

・ 附属学校園の教員 実 教員と て連携 ている

大学 会学域学校教育学  

・ 附属学校園の研究に教職大学院 関 ている ，教職大学院教員と附属学校

教員を 名 ている  大学教育学部  

・ 附属学校を教職大学院の 校の中 に ている  大学教育学部  

・ 教職大学院の院 教育実習を ている ，教職大学院の教員に本学におい

て を り， ・ を受けている   大学教育学部  

・ 附属学校教員 教職大学院の の 部を ている  教育大学  

・ 附属学校園の 校 を教職大学院の教員とする とで，附属学校園と教職大学院の

連携強 を ている

教職大学院 の附属学校での実習を ている   大学教育学部  

・ 修 目「特 実習」を附属特 学校と附属 中学校で受け入 ている

ン ン に関わる を受け入 ている  ( 大学教育学部) 
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・ 教職大学院の教職 実習の 部を附属学校で実 ている ，附属学校の教

員 に じて，教職大学院と教育学研究 のい において 研修できる 度

を けている                         教育大学  

・ 附属学校の校 校 教職大学院の教員を ている  

附属学校園内地研修員 度に り教職大学院へ する教員について を

て ている  

教職大学院の ムにおける 学校実習の と て，附属学校園 学 を

受け入 る とを検討 ている                 大 教育大学  

・ 大学教員の ，学校 等における のない者 ，教育 等を有す

る ， 用 年 を 者 ， の と な関連の る に

ついて 定期 にわ り研修に する と て附属学校を活用 ている  

大学院の改組に る教職大学院定員の に い，附属学校を実地研究の と て

する とを検討 ている                  教育大学  

・ 在 大学教職大学院の 校とな ており，平成 年度 大学等と連合

教職大学院を る 定で る に学校 校方 における附属学校での

実習の り方 ン ンスの り方について検討する とと ている  

大学  

・ 附属 学校，中学校を活用 実践研究 実践 習の実   大学教育学部  

・ 附属学校教員 ，教職大学院に入学 成を るとと に附属学校園の教育改

革を める めの 度を 計 ，実 に向けて を めている  

大学教育学部  

・ 教職大学院の学部 の教育実習「基 ン ーン 」 実  

を附属 学校・中学校で実 ており，附属学校 の教員 ン ー教員と

て，大学教員とと に に ている ， ，大学教員と附属学校と

の で 実習 目の実 等に関する意 を い，実習内容等を 定 ，実

習 向けの「 」を 成 ， ， を ている  

，附属学校園の教員 学内の研修 度を活用 て，本学教職大学院へ入学 て

・ を めている                    教育大学  

・ 附属学校 名の 教員 みな 教員 を教職大学院に受け入 ている

学部 学 の の実習 目「学校 基 実習」の ール は附属学校で る  

大学教育学部  

・ 学部実習の ン ー 度への，教職大学院 の け    大学教育学部  

・ 教職大学院の院 の実習を附属学校にて ている        教育大学  

・ 実践 究 ースの 校 実習を附属学校において実 ，教職大学院教員との

連携に て教育実践と 論の を めている       大学教育学部  

・ 察実習を受け入 ている 大学院 の実地研究，調査研究への協 を ている

附属学校園教員の実践 を ている  

大学院 義に附属学校園教員を と て ている    大 大学教育学部  

・ 附属学校を ール と 教員研修 会の       大学教育学部  
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・ 教職大学院における 度 実践 習の実習校と ての役割  

附属 ，附属中，附属特 学校の教員を，教職大学院のみな 教員と て  

大学教育学部  

・ 附属学校を実習校と て「 実習Ⅰ」を てる ，附属学校教員を

教職大学院 と て受け入 ている             大学教育学部  

 

検討 ている 

・ 連携協 校と ての り 実 実習 附属学校園教員と教職大学院教員，学部

教員との協 研究を検討                  大学教育学部  

・ 実習                           大学教育学部  

・ 教職大学院のチーム 公立学校の活 に入 ている に，附属学校に

トと て入る とを検討 ている           教育大学  

・ 在検討中で る                         大学  

・ 強 な連携に向け，大学院改組 委員会において検討 ている  教育大学  

・ 教職大学院の の 部を附属学校で実 ，附属学校教員 研修と て する

とに て，教員の ・ の向 を る とを検討 ている  

大学教育学部  

・ 附属学校 強 検討 な で検討 ている             大学  

・ 附属学校園での研修会に，教職大学院の院 の る 院 の 研究の

と ての活用， に，附属学校園教員の教職大学院入学等を に検討 てい

る                            大学教育学部  

・ 学部 院 の実習 となる 定               大学教育学部  

・ 定                             大学教育学部  

・ 学部 教職大学院と連携 ， 論 で 実践 で の い教育実践 ム

を する方向で検討を めている             本大学教育学部  
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５   附属学校園の入学者選考について， を てい す  

「ア」 は 「 」とお の 合， な内容を い  

ア 実 中を

・ 園では 内容の を い， 員 選と

学校では の方向性を ている

中学校では学 検査における教 との検査 について検討を

・ 附属義 教育学校の に い， 期 期 への入 を取り め

入学 は実 ている

・ 附属 等学校では，学 を の活 への取組意 ・ 性・ 性を

する選考 名 を平成 年度入学者 実 ている

・ 附属 学校の入学者選考においては，学 検査を ていない

附属 学校の選考方 について「 」 「 を 」に改め  

・ 附属 学校 附属中等教育学校への 学について， で 者は 員 学で

きる 組みで ，平成 年度 学者 り入学の に選 を い， 数入学す

る とな

・ 園，中学校において，平成 年度 り入学定員を改定

・ 附属 園では，選考委員に 附属学校の教員 数名 わり， 数の 入

学者の合 を検討 ている

る附属学校では，入学者選考内容の に向け 検討を 在 中で る

附属特 学校では，平成 年度入学者選 り を「 を

る 」と ，実践研究を

平成 ・ 年度に，「求める 」の を附属学校 委員会で検討

，平成 年度入学者用 に する とと

・ 連 学の園 ・ に 入学選考等を ている

・ に，附属 園と 学校において 選考に 選を 入 ており，第 期中期目

標・中期計画と て「 ・ 中の 教育 ム 目の の めに，

中の連携 な学 の研究に基 実践 な 研究を い， な を

受け入 な ，地域 る教育 に向け 教育研究活 の実 ・検 の

と て附属学校園を活用 ，地域のモデル校と て， の成果を地域に する 」

を ， な の受け入 を実 ている

%

1%

%
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検討 ている

・ ，検 を い， を検討する 定

・ 附属学校 会議 検討特 委員会における検討 の つと て，入学者

選考の在り方 いている

・ 入 目の検討

・ において検討を 定 ている

・ 園を中 に入学定員について検討中で る ，連 入学の について

検討中で る

・ 連 入学 の り方について

・ 附属学校園の改組に て，検討 ている

・ 中学校は受 校 の 大， 中学校と ス定員を検討 ている 学校は

名 名，中学校は 名 名

・ 選の在り方について検討を

・ 有識者会議の を受け， 選を め 選考について検討する 定 特 学校  

・ 学校園の公 入 について検討を い，地域に 学校園を目

ている

入 目の に向け，選 方 等について検討 ている

内部 学の り方について検討 ている

・ 附属学校園で検討 ている ， には ていない

・ 附属学校部に ー ン ルー を ，附属学校園 の デ

ンを め，公立学校へ成果を する めに， に の な教育研究・

教育方 を す中で，学校目標との 合性の る入学者選考を検討 て

いる

・ 附 在 ている入学選考 調査， 察， ・入学選考  選

における を 選に の 度 できる 検討 ている

附中 平成 年度に 学 検査の方 を 学 検査 在の 教 につ

いて ，平成 年度選考 の在り方を検討中

・ り い地域 入学できる 地域 を 定するな の 組みを検討中で る

・ 附属学校 強 検討 な で検討 ている

・ 附属 学校においては， 期 なる に

な の受入について，附属学校園の教員 者を に と

ー 調査アンケートを実 ， の な 性 で る ，附属

学校園の教員に て 目のアンケートを実  

・ 「多様な子どもの受け入れ」方 を 定し，その実 に向けた入学選考の在り方に

ついて検討し， 在も行っている。

・ 附属 園において，入園選考の を めた。

附属 校園の入学・入園選考の在り方について見直すための ー ン を立ち上げ

て検討している。

・ 園の定員調 を行い，2年 育の 定員を減らし，3年 育の 定員を や

した。
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・ いわ る学 ストと， 選の 組みについて 検討 ている  

・ 附属 等学校において，本学の に を入学 る とを に，入

改革の検討をお な ている  

・ 本学附属学校の存在意義・役割の方向性については 検討する ととなる ，

の結果を受けて，役割を果 す めに な を する めに な入学

者選考について検討する ととなる  

・ な園 ・ ・ を受入 ，教育・研究を実 する め，入学者選

は成 を 標に基 方 について， 年度 第１ 学部・附

属連 協議会において に向け 検討を める と 学部 り  

・ 附属学校 ー ン ルー を学部 の に て めている  

 

定はない 

・ 本学の附属 園，附属 学校は 選 中学校では で入学 ている の

方 は， ，基本 に ない  

附属 園 附属 学校，附属 学校 附属中学校へと連 学する ・

い ，連 学者 の ・ ，附属 学校で 附属中学校で 入学

ており， 園 中学校 での成 の を る 方で，公立等 に

入学 との 研究 で， 在， な 入学できていると考 て

おり， の はないと考 る  

・ では検討 てお ， 定 立 ていない ，検討 ていき いと考 てい

る  

 

 

６ 附属学校園において，公立学校等の教員を と 研修を てい す  

 
 

「ア」 は 「 」とお の 合， な内容を い  

 

ア ている 

・ 本学では，教育委員会との連携に り「 実践 」を ている 実

践 では，附属学校 の公立学校教員への日 な公 ，附属学校教員の

，研修会 等の を実 ，公立学校教員の 向 に貢献 ている  

特 学校において，大学と連携 ，公立学校の 職教員に て 研修会を

実 ている                        教育大学  

%

9%

11%
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・ 中 地 連携 協議会 本学教育学部，中 地 教育 教育

委員会等で 成 において， 教育， ン ルー 教育等に る研修を

ている  大学教育学部  

・ 習の と て，附属学校 に研修 を ている

大学教育学部  

・ 園では公 研究協議会 に 育研修会を実 ている

中学校では 年 に ている公 研究協議会では，公立学校の 教員の

の受け入 の に， 合教育 ン ー研修員 用教員の研修 会

と ての に じている

特 学校では公 研究協議会と ー ン研修会で 公 ・ 会・ ・

ス ー 公 研究協議会のみ を実 ている  大学教育 学部  

・ 公 研究協議会

者研修

中 教 等 向 研修  大学  

・ 者研修に組み ている  大学教育学部  

・ 年，定期 に，附属学校において の公立学校等の教員を と 研修会・

習会を ている   大学  

・ 附 教委の に り 用教員研修会， 年目教員研修会，中 園教

等 向 研修 年 者研 ， 活 研修会， 連携 者

成研修のい において 育を公 育研究 を ている 年

「 育を る会」と て， 内 の 園， 育 ， 学校， 大，大学の教員 学

を に公 育 検討会を ている 本年度 第

附 を中 と 研修会を実 ，す ての教 を に研修会を学部教員と

協 で実 ている

附特 特性に じ の在り方等について公 を実 ている

大学教育学部  

・ 附 の教育 ン ー の 用教員研修において，会 ，

めている 園

附 中に，教育 会を実 ，公立学校等を め， 内の教育関

関に 者を ている 合 ート ン ーでは，公立学校の教員を

と て，「特 な な への 方 」についての研修会を実

ている

附中 公 研究会， 者研修，定期 な公 の実 等

附特 公 研究会等・ 教委 の研修委 への   大学教育学部  

・ 附属特 学校で特 学級 等への研修を ている

大学教育学部  

・ 教員研修講座 61 ー 参 ）を 附属学校で開催している。 ( 学 大学)
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けている  立大学教育学部  

・ 公立学校教員向けの研修会の の を ている  大学教育学部

・ 立教育 ン ーの に基 き，学級 り の を い，

教員 つ教育 を する方 について を ている

教育委員会の に基 き，地域の中・特 学校の 用教 ，

教 に て教員の ・ の育成に向け 研修の と て協 ている  

教育大学  

・ 年，「 育 ー ム」 「教育研究協議会」な を ， な の取組

研究成果の を ている

教委と連携 て，附属 学校・中学校で「校内研修活性 研修会」の 等

を ている ，「教育研究協議会」は，教員 習， 年 教職員

研修の と て め ており，研修受 者を受け入 ，研究 研修 の

な役割を果 ている               大学 学部

・ 「学 の ー 」 公 等 を定期 に ，公立学校等の教員

に できる に ている

「 ン ー ル」 ルー で り合い，日 の教育実践を 察する

を 年 ている 大学教育学部  

・ 研究協 校の教員に て，本学において実 ている研修・ ・研究会の

を ，協 の研究を めている   大学教育学部  

・ 地域の教育委員会 実 する 年 研修への 公 と

大学教育学部  

・ の を け，地域の教員に て る に ている ， の

協議会に て る に ている 園・ 学校・中学校・特 学

校

者研修 改 研修を ている 園・ 学校・中学校・特 学校  

大学教育学部  

・ 附 ）6 に公開 育研究会を実施した。公立学校の教員も参加した。 学期には学

 年 に 育公開も実施した。2  に 2 回の公開 育研究会を開催予定である。

附小）授業研究・ 研究 議会を年 10 回実施しており，公立学校の教員も参加してい

る。内容は，「学 を らく」と， 部 学 研究開発 定「教育課 体で，人

性・ 性と思考力とを関連 けて育 研究開発」を取り上げた。2 に教育実

研究会を実施し，公立学校の教員も参加予定である。

附中）10 に研究 議会を実施しており，公立学校の教員も参加している。内容は，

部 学 研究開発 定 的な課題 を える思考・ ・表 の力を育てる

授業 くり～新教 「 ミ ニケー ン・ イン 」の開発～を取り上げた。

附高）3  に SGH(スー ー ー イスクー )成果発表会 公開教育研究会）

を実施する。公立学校の教員も参加予定である。

その他）各校園とも各 の教育委員会や研修センターから短期・長期

の研修受入や，日常的に学校視察・授業参 も受け入れて 教員の研修に貢献し

ている。                        お の 子大学） 

・ 特 学校において， 教委と連 して公開研究会を の年次選 研修に
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・ 教育委員会の研修で附属学校園の 研究会 活用 ， 部は 教育委員会

年 者研修の選 研修と て け ている      大学教育学部

・ 附属 学校は， 部 学 「 の 統 に関する教育の 実に る調

査研究」 定校と て，「 における 統・ 教育の 実践の 実」を

るとと に， 校 で 統 の 教 の方 論を とに，

， の公立学校教員を と 研修を実 ている  教育大学

・ 附 育 ス ア 研修 園， 園， 育 学校教

員

附特 公 研修会 大 ， の教員 附属特 学校の教員  

附属平  教員， 年数の ない教員 は教員を目

す学                             大 教育大学

・ 附属学校で実 ている「 の ー バル 附属 学校 会 」，研究

会 教 会を 教育委員会の 年 者研修の と て てい

る

立 等学校の 者研修の 部を附属学校において実 ている

教育大学  

・ 附属校園において，公 ，研修 教育研究 会等を ている

，附属 園において 定 園園 等研修の を めるな てい

る 附属特 学校で ， 教育委員会の特 学級 者研修会を

の ，年に 実 ている   大学  

・ 公立学校教員の 期研修受入 を ている  教育大学  

・ 大学と協 ，地域貢献 と て「 育実践 ー ム」を ている

教育研究会では，研究 成委員会の 委員 と て，研究 成

委員の実践研究を ている

地方を中 と 研究会の と て り，公立学校の校内研究会の

を り ている

「教育実践 ン ー ル  」と て実践者の いを 画 てい

る 大学  

・ 附 教 に ては「教 研究会」を立 ており， 期 中 日に研修

会を ている

附中 研究者 実践 な教員に る を 研究会 教 等の実践

と 義 平成 年度は について実

附特 大学の教員を ての「公 」の に る特 教育研

究会 校 ての 察研修等の受け入   大学教育学部  

・ す ての校園の研究 大会を教員 習と て実 ている

取大学  

・ 教委との連携に る研修 者研修， 研修， ー ー研修

 大学教育学部  

に ている ( 大学教育学部) 

・ 附属特 学校においては，授業 くり研修会を定期的に開催し地域の教育

許状更新講習の一部を附属学校で行っている。 
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・ 教育委員会等 の ，教員 期研修 研究 を受入 ている

大学  

大学教育学部  

・ 附属 園では，年 ，教育 会を い，地域の 育て を ている

附属 学校 附属中学校では， の ・中学校に て， い学習

に 研究 等の を と等に り ・中学校の教員研修に て

いる

附属特 学校では， の 育 ・ 園・ 学校・中学校の特

教育を する教員 りでな ， 学級 め 教員を に特 教

育の 向 の めの研修会を ている   教育大学  

・ 教育 ン ーとの連携で，教員研修の 部を附属学校で ている

学校教育研究会，中学校研究会とい の教育研究の の を

ており， 年 教 等の研究 会を ている 中 の教 研な に

画 ， とな 中 とな て ている   大学教育学部  

・ 教育委員会の研修 の 部を附属の 研と て ている

附属の公 研究会を 教育委員会の研修に けている   大学教育学部  

・ 教育委員会 １年 の期 で 職教員を 期 研修員と て受け入 ，附

属学校教員の の と，特定の 域について研修に ，教育職員と

ての 性の向 に ている

年 附属学校 に実 ている公 研究会において，公立学校教員と附属学

校教員 連携 ， の実 ・ を に ている

教育大学  

・ 附属 園と附属 学校では 園教員の 研修を実 ている ，公 育

公 研究会を 附属学校園で実 ている ， 教育委員会との連携協

で 「 の活用 向 」研究協 校と て公 を研修と

け実 ている 大学教育学部  

・ 学校 に関わるモデル の公 と協議の の 定

学 向 に わる研修会の実

内 園 研修会， 内 教員研修会の実   大学教育学部  

・  地区では 年 11  24 日に，附属 園，附属 小学校，附属 中学校の

校園合同で 小中一 教育を目 した「 育・授業 くり研修会」を開催する。

 地区では 年 10  20 日，11  6 日，11  27 日，12  7 日に，附属 小学校，

附属 中学校の 校合同で小中一 教育を目 した「公開授業研究会」を開催する。 

いる。  ( 大学教育学部) 

・ 内， 外の各学校園の教員の研修機会となるように， 園は「学 をつな 教

育課 の 」という研究 題で 育研究 議会を開催する方向で，また小学校で

は「 的な セスをたどる 正の学 」という研究 題で，中学校では，「

を く力を育成する教育課 の開発」という研究 題で，特 学校では「次

期学習 要 を見 えた 大 ラム・ ン ス ム 」とい

う研究 題で の研修大会を開催するように年 を立て， 次実施して
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教育委員会 催の研修会の会 校として，授業実 ， 議等への 力をしている。 

大分 教育センター 催の初任者研修，フォ ーア 研修等への 力をしている。 

(大分大学教育学部) 

( 大学教育学部) 

( 大学教育学部) 

( 教育大学) 

( 大学) 

討している。 ( 大学教育学部) 

( 大学教育学部) 

の ，講師としての参 等は行われている。  ( 大学教育学部) 

・ 附属 園では 育を る会 を， 内すべての 教育関 者に 内し，年 10

回開催している。

附属小・中学校では，外 セミナー， セミナー，小中連 授業 くりセミ

ナーを開催し，授業 を している。

・ と連 して，附属学校園内で，あるいは，公立学校に出向いて実施している。

・ 研修会の実施，教員免許状更新講習会の実施， 園新 教員研修会へ

の 力，公開研究会・授業力ア 講座の実施， 内外の教 員の研修を 的に

受け入れ， 常の学 における授業の ニ ー イン化。

イ：検討している

・ 在，附属小学校と附属中学校で 年 から実施すべく検討している。

・ WG において検討を予定している。 

・ 教育委員会の連 のもと， 代的な教育課題に関する 教員の研修として，

附属学校園でのス ア 講座の開催を検討している。   ( 大学教育学部)

・ 教育委員会が実施している教員研修の一部を附属学校園で実施することを検

・ 附属学校 ー ン ー を学部長の に設 して進めている。

ウ：予定はない

・ 附属学校園 催の研修はないが，教育委員会や学校研修において，研修のフ ー
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７ 「６」 に，地域教育への貢献を てい す  

「ア」 は 「 」とお の 合， な内容を い  

ア ている

・ 研究大会， 向 ナーを ており，附属学校での研究・実践の成果を

地域に ている 教育大学  

・ 附属学校園において公 研究会 ー ム等 ，教育 の研究 成果

を大学 地域の学校へ公 ている

附属 学校では，公 研究 会における取組を， 部 学 教 調査 との

に り と て ，研究成果を に ている   大学教育学部  

・ 地域の教育委員会 学校で わ る 教員研修会 校内研究会に，附属学校教員

を と て ている  大学教育学部  

・ 在，地域の公立学校 の求めに じて，本学附属学校の教員 実践モデル

の 等に， 学校に数 向いて に ている

公立 園・ 園協議会の の を平成 年度 ている

教育大学  

・ 園では に る 育者の での研修 の中で 用者研修

会では， 園教育 等の基本を 育を学 とを目 と て 年，

附属 園での 育 を 研修 け ている

中学校では 年 みに，公立 学校 年 を に て， 数 の 度な内

容の を て めに の ントを ている

特 学校では特 教育の ン ー と て特 教育 ーデ ー

ー の 育 園，学校で研修 ケース検討を実 ている  

大学教育 学部  

・  教育  大学  

・ 研究 公 ， ，研究会 等  大学  

・ 研究会を ての研究の ， と ての地域の学校への

・ 地域 と 公 会を ている

( 大学教育学部) 

 ( 大学) 

91%

ウ： 5%

イ：4%
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・ 附 教育 と て「の の 」 園 教 を年 ・

教委 育て 会 「 な の育成」「 期・ 期の成 ，

について」等 ， ・ 地 園連合会 に る研修会 ，委

員会委員， 園内研 等を ている

附 教 を実 ている 学校教育研究会 教 部会にお

ける を り，実践 ・ を り ている

附特 ・中学 の 学 に関 て， 教委の教育 委員会の委員と て

ている ， 園・ 育 等への に職員を ている

大学教育学部  

・ 附 公 研究会を年 実 ている ， 内の公立 園に ては，

を に ている

附 教育委員会 ， 内の公立学校の教 教育に関わる をお き ，

の の に向け 研究となる ，本校の研究 りを連携 て ている

本校で研究 りの めに ている教 等の には， 内の公立学校 教

育関 関 者を ている

附中 附属学校教員の研修会への

附特 地域の 日 教育 に わる 公 とと に， を い，連

携を めている 特 学校             大学教育学部  

・ 特 に関わる                 大学教育学部

・ 公 研究会 ，地域の研究会等への 等を て地域の教育への貢

献を ている 大学教育学部  

・ 習を大学で実 ている ， の を附属学校教員 めている

学 大学  

・ との連携 と て， の 中学 との ント ン ートを年

実 ている  大学 学部  

・ 地域の公立学校で実 する教育 ン ン の  お の 大学  

・ 附属学校では 内の 教育委員会お 学校 の に ，教

員を と て ている 特 学校においては に向け

検定に 画・ 者と て ている   立大学教育学部  

・ 特に附属 園において，地域における 教育の研究 になる とを目 ，

の 教育関 関と に研究会に 合い， りを強めてきている

大学教育学部  

・ 内の公立学校校内研修 地 の研修会等に と て ， ・

を ている

教育委員会 の 画年 習会の と て 画 を てい

る  

内 の公立中学校合 ン ール 査員と て合 の 向 に向け

・ を ている (上 教育大学) 

－ 63 －



64 

・ 学校 議員な ， 部 の意 を き， 会 地域の ー に 教育・研究

を実 ている

内の公立 中学校の校内研修へ を ている り 教 ，学

習 学習 の 成について を な ，地域の学校の教育改 に

貢献 ている  大学 学部  

・ 「 ア ー育成 」 を い， ・ ・ の ・中学 を

に，「 学・ の研究に関 を ， で 学・ に関する基本 な 識・

を学 ， を活用 究に め に てい 」へと育成する

ムを，附属学校教員 関わり，本学， 等 学校，関 教育委

員会，地域の お 学 等との連携に り実

大学 会学域学校教育学  

・ 附属 園にて 部 育を実 ている  大学教育学部  

・ 中学校連合教 研究会 教 教育に関わる研究会 を 年 ている

大学教育学部  

・ へ ン ーと ての ・ ・ ， 義 教育学校との

を実 ている  大学教育学部  

・ 研究協議会と の に地域教員を とで， と の向

大学教育学部  

・ 附属学校教員 地域で る研究会等に 者 るいは 者と て協 て

いる  教育大学  

・ 公立学校の校内研修等に， ・ 者と て ている 園・ 学

校・中学校・特 学校

内の 育 研修会の と て ている 園

育園 園への を ている 特 学校 大学教育学部

・ 地域の教育委員会，大学，附属学校 連携 て ・ の をと ， の結

果を 教 を て附属学校で実践 ， の実践の を公立学校

教員の研修に けて教員の 向 を目 す取組を ている

察研修を に受け入 ている

特 な を とする ・ に する 方 等について実践モデルを地域

に ている 大学教育学部  

・ 「教委 地域と連携 日・ 年 の めの 連 会」の

活 附属 中学校 等の 校計 校 するスー ー ンス

ト ー 校と ての活 附属 等学校 地域の特 学校

特 学級の教員 の な， ー ， 研究

等 附属特 学校 大学 教育 教員と連携 ， の 教育関 者

との協働研修を実 ている 附属 園 年度 に成果を とめるとと に，

研究 会を ている 附属学校園   ( 教育大学） 
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・ 附属 学校 ， ， ， 育の 教 研究会の を

 

附属 学校 地域の 研修校と て，大 地 の 者研修の会

校となり， 校教員 と て 教員を  

附属特 学校 平 つ 教 ，特 教育    大 教育大学  

・ の教育委員会 実 ている研修会 公立学校において わ る校内研修会

の と て附属学校の教員を ている  

教 会を地域の教員に ， の向 の めの研修を てい

る                              教育大学  

・ に 等の 地 に 等の 地 を中 に

の学校 地域の教 会等の に じて，附属学校園の教員 と て 義

実践 等を ている ， を実 ，地域の 方の実践 な研修

を果 ている 附属特 学校では， 教 教 を

の 中 １ ，年 実 て， ・ を ている に実践

ていける な教 と実 を取り入 特 教育実践 ー は，実

て 年になる ，地域 の い の る        大学  

・ 学校園で教育研究会を ている ，研究成果の なる につい

て検討 ている                        教育大学  

・ 中等教育学校では， 年度 の「 ン 教育実 モデル実

」を大学との で実 地 内の公立 学校の を と

て ン 教育を実 に， 年度は， 教育委員会，

教育委員会，大 教育委員会， 教育委員会等と連携 て，

ン モデル ン 教員研修な 実 の 校園では，地

域の研究会で 等を実 ている               大学  

・ 附 教育委員会 する平 学習 教育，地域の の

等の取組に，学年・学級 で 画 ている ， 学級を有する公立学校

の 職教育に 向き，本校の 教育の取組 研究成果を めている  

附中 教育委員会 学校 の を受け， 公 ・協議に る研修の を

ン ルー 教育，教 教育に関する い ムの  

附特 公立 中学校 の に り特 教育に関する への に

関する学校                     大学教育学部  

・ 教育委員会との協議を て，地域の教育 を実践研究の中に取り に

めている                            取大学  

・ 大学， ・ 教育研究会と連携 研修会の 中学校 数学， 会， ，

， 等 の ，附属学校に特 教育の と て学習 活 研

究 ン ーを ており，地域の学校への 研修会，研究会の 画等を

ている                         大学教育学部  

・ 附属 園では， 教育委員会 の 学 との を  

附属 学校， 中学校， 学校， 中学校では， 教委との連携に

る ア バ ー 度 教員 公立学校の研修を ・ する 度 を実

ている                          大学教育学部  
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・ の 園， 育 ， 定 園， ・中・特 学校 教育委員会の教

職員を に研究 会を ている

部 学 の 学 教 調査 を ， い学習 について 内

の教員に する 会を け

内の ・公立学校の教 を ている

で， を有する ・ ・ 在 する 育 ・ 園・ 学校・

中学校に て， ・ 校 ・ ールでの を ている

附属特 学校 ン ーは，大学 する 部 等と連携を

り，特 教育の 向 の めの教員の を実 ている

教育大学  

・ 附属学校は，公立学校等の に じ， 向 の公 ナーの ，

職教育研究会への 者 な を ている 附属特 学校は，公立 中学

校の特 に関わる教育 な を ている   大学教育学部  

・ 研究大会の 等に る研究・実践 の

教育研究協議会の教 部会 の  大学教育学部  

・ な教 等の教育研究会の 附属に ており， ， 等の役員

を附属教員 ている

の附属学校教員を， の研修会 校内研修会の と て ている

大学教育学部  

・ 地域の教育委員会 公立学校 の を受けて，教員 の研修会等の と

て附属学校教員を ている   教育大学  

・ 教育学部・教職大学院と 教育委員会との連携・協 協議会組織に附属学校

け ており，教員 成 部会，教員研修 部会，教育 研究 部

会等で め ている への連携協 を ている 特に，教育 研究「

の活用 向 研究 定 」において附属 中学校 研究協 校と て

け ている                      大学教育学部

・ 内公立学校への モデル ， な

附属特 学校の公 ナー 教員を と を中 と 研修会 の

実

附属特 学校の地域の学校 学 教育 育 関に在 する の 育

会の実  大学教育学部  

・ 年， の に じて， 附属学校園 研修会 者・ を ている  

本大学教育学部  

・ 附属 園では， 学 に する園 ， み 等の活 を ている

内 地域 ，学校 実 する研修会に を ている

公立の教員の実地研修に協 ている   (大分大学教育学部) 
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・ 附 定期 な地域園 の実 ，年 「 り 」の実 園で

ムを り， で

附 ・ ・ ・地 研修会 公立 学校 の研修会への 考

平成 年度は計

附中 研修会への 成委員と ての ， 研究 への

と への 画

附特 特 教育 ーデ ー ーの な 地域の特 教育の ン ー

役割                         大学教育学部

・ 公立学校の校内研修に を ている         大学教育学部

検討 ている

・ な教育活 を て地域 地域 ，地域の公 な との連携を り，

会教育と学校教育の連携の を ，地域の教育改 に と ている

大学教育学部  

・ 園における 育て 大学教育学部  

８ 附属学校園の存在意義， には 論について 考 てい す にお

・ 教育学部における附属学校の 割として， の教育実習校としての 割は変わる

ことはない。また，教育実習に ら ，実習前後の や学 により実 的な力を

身に けさせるため附属学校を した講義を附属学校で実施するなどしており，

教員を養成する上で附属学校は必 の施設である。公立学校では実施が しい研究

や 的な教育であっても，附属学校では大学との連 ， は附属学校 での連

により実施が であり，地域の としての が十分に期 できると考えて

いる。今後は，より一 ，大学の学部・大学 と連 を めて教員研修に貢献する

機 を 加するなどの 割を検討しており，地域の教育 体に貢献していく。

・ 附属学校園は，教員の研修や，実習，研究等において 的な 割を っているた

め， は検 しつつ 続的に発 する必要があると考えている。

・ 立大学の「附属学校園」という一 論では， 設的な議論にはならない。附属学

校園が かれている地域の状 に応じて，その存在意義も大きく なるからである。

同様のことは， 立の教育学部の在り方にも えると考える。

・ 学は，単 の教育大学で，広域 大学でもあり教育研究，特に実 研究のため

には，附属学校は不 である。 ，教 大学 との関 ，実 教育研究のため

に 年 新設した「教員 ア研究機 」との関 を，附属学校園とより 接に，

有機的に機 させたいと考えており，附属学校 くして特に実 研究は イナミ

クな 開は望めない。

きください。 
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・ 特 学校では，設立以 知的 教育における 内容・方法の 等に関す

る実 研究を し， 校 校外の 教員の研修の として一定の 割を果たし

てきた。その実績を かし， 校と 立校との 人事を 的に行い，い れ

立校で中 となれる人材を育成する学校として した方がよいと考える。

・ 具体的内容は 在検討中。

・ 附属学校園は，地域の公教育を ー し地域の 進 校として，地域の貢献

存在感を高め，地域に される存在となる努力を今後も 続していくことが

必要である。

・ 教育実習の は 論のこと，今後は上記にあるような公立校の となるよう

な研究 き方 ）を 進していくため。

・ の教育 に貢献する教育を行う学校として， 立大学法人の附属学校には存在

意義があると考えている。今後は， 数の大学の附属学校園が で一つの教育研

究開発 を行い成果を に するなど，公立学校では な方法論で教育研究

を行うことも考えてよいように思われる。

・ から期 されている地域の 校としての 割を果たすとともに，教育学研

究 が されていく中， れた学部教員を育成するためにも附属学校教員が

教育・研究 を向上させるための教育環 としてもその存在意義は重要となる。 

・ 附属学校園は，学部と 同で学校教育の 代的課題に取り組んでいる。そして，そ

の成果を かして教育実習 を するとともに，公開研究会等を じて公立学校

に研究成果を還元している。これらのことが高い で実施できているのは附属学

校園ならではのことであり，地域の教育 の ・向上に大きく貢献している。

・ 公立校の 校としての 割を自 し， 報発 することが重要。それが附属学

校の存在意義を高めると考える。

・ 教員養成系学部に関して附属学校は不 なものであり，教育実習や大学との実

的な 同研究の として が求められるものである。そして実 的な研究を

実させることで，地域の教育に貢献できるものとなる。

・ 短期的な数値などには表されにくい成果の意義，重要性を 識した検討をして し

い。

・ 附属学校は，教員養成をしていくための学 の教育実習の であることに存在意義

がある。今はその存在意義を，具体的に ンスをあげて 会に説明していくこ

とが急 と思う。また， 的な研究・ 代的課題 のための研究などでも，公

立学校や日 の教育を ー できるような存在を目 していくべき。 れた研究成

 果は広く PR して 会に還元し， 会のニーズに った研究を行う自 も必要と考え

ている。ただ，附属学校の には人 や 等に 大な がかかるの

で， 面を考えると附属学校数の 減や 合の必要は検討しておくべきと思う。

・ 附属学校園では 一の 高校として存在意義は確 としたものがあると考える。

・ の教育 に 立つ教育研究を実施しており，不要論については 状を して

いない。
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た な取組，新学習 要 への対応，教員の の向上など， 教委と連 し，今後

更に地域の 校として期 される附属学校園の が必要であると考える。

・ そもそも附属学校は教員養成系大学・学部には必 の施設であり， 行法 で不

要論を えること自体が いではないか。 ー 校化への 議が かれるが，

高 な教育内容の研究実 が行われている 果であって，附属学校に求められてき

た存在意義に合 している。 広い ・ の受入を附属学校に求めるのであれ

， 公立学校 みの 的 を講じた上で要求すべきであり，要求のみを

だかに えること見当 いである。教育実習 の地域における受入数が十分でな

い中，学 の教育実習の として必要不 である。地域からの として，附属学

校には の研究よりも身 な教育課題の答えが得られる としての重要性が期

されている。

・ 学教育学部の附属 園，附属小学校，附属中学校，附属特 学校は，4 校園

とも学部に 接して設 されており，また 教育委員会とも に してい

る。 教育委員会からは，教育学部 教 大学 との更なる連 のもと，

の教育実 研究の中 として，その存在 値が大いに期 されている。したがって，

今後の教育学部における教員養成 教員の研修の中 として，その存在意義

は 常に大きいものと考えている。

・ 附属学校の存在意義を感じている。

・ 教育学部・教育大学にとって附属学校園は必要であると考える。それ 附属学校園）

なくして実 的な研究は行えない。

・ 子化が一 進行する中で，公 立とは なる 立大学附属学校としての存在意義

・ 割・特色を明確にし，教育・研究の実 校として， 会や地域のニーズに っ 

・ 附属学校園の存在意義は附属・大学で 出するものであり， 者からの意見を大

切に今後も を進める。

・ 学教育において附属 が不要であるという議論がなされないのに対し，教師教

育において附属学校園が不要であるという議論にな 開するのか 問に感じてい

る。

・ 地域の 校として，また今後の 教員研修の新たなフ ー として， 実

が必要と考えている。

・ 教育の 進的・実 的研究を 進する 的な存在であり，教育実習 の実習校と

して必要不 である。

・ 教育行 では直接 えない長期的な視 で教育 やそのための方法を検討する研

究を行うことができる。また， 立学校が 実していない地方 においては，

立大学附属学校園は， の地域を う人材育成の要である。地域の教育行 に対

して研修力を えた の中 的教員を する。

・ 教員養成大学にとって附属学校は，教育・研究の実 校として必要であると考える。 
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・ の について存在意義を じてい す

の の方 についての研究を め， な を する

を有 ている

教員 成学校の附属学校と て，学 つ実践 な 方 を学 等，

を育成する役割を ている  

・ 附属学校園は，大学や大学 の実習等を じた教員養成になくてはならないもので

ある かりでなく， 進的な教育の実 ・実験校としてや，地域の教育の 校

として重要な 割を果たしており，十分な存在意義を有すると考えている。また，

附属学校園の教員は との 人事で 任しており，附属学校園 中だけでなく

出後も，地域の教育の としての 目を果たしていることが，これまでの調

査等で明らかになっている。

・ 附属学校は，教員養成大学の教育研究を進める上で必 の教育研究組 である。

・ 3 地 区 11 校園が公立学校の教育に貢献する取組を行っている。今後さらに特色化を

進め，それ れの必要性について 会的に合意を得られるような努力を続けること

が大切であると考える。

・ 教員養成大学として，学部学 が授業力・教育力を身につけるためには教育実習が

不 であり，公立学校において代 附属として行うには ンターなどの問題もあ

り， 立の附属学校をなくすことは めて しい。

・ 附属学校園は，大学で われた教育 論とその実 に関する研究 実 をすると

ともに，初等・中等教育における 的・実験的な取組を じて，地域や の教育

に貢献することが目的であり，更なる 化・多様化が予 される が の初等・

中等教育の を みたとき，附属学校園の存在する意義は今後も重要かつ不

であると考える。

・ 立大学の附属学校園は，教育実習校としての 割にとどまら ，公立学校への研

究成果や業 の 事例の ・還元が必要であると思われる。また，教 大学

教育での実 の としての が重要視される。

・ 教育は 年の大 であることを考えると， 立大学で教員を養成することは必

要不 であり，その 立大学に教育研究を行う の として附属学校園がある

ことは必然である。 立大学附属学校園は，さま まな教育研究を公立学校に

けて取り組んできたことは事実であり，日 の教育 を つ となってきたと自

している。有識者会議が する の中で，必要な は 座に取り組 べき

であるが，この から附属学校園を くしてしまって， 当によいのかを見定めて

もらいたい。

・ 地域の学校と同じ視 で教育 の課題をとらえ， 内およ 公立学校

の となる授業実 等の研究の ーム校として中 的 割を果たすことが求め

られる。また，教育実習， 同研究をはじめとする学部の教育・研究への貢献は

り知れない。さらに，既設修 課 から教 大学 への一 化に い，更なる機

化に向けて附属学校との連 による実 研究は重要。

・ これまでの各校園のあり方や地域貢献の方向性等を まえて，それ れの特性を大

切にした議論が必要である。
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・ 学部，教 大学 の フ ー としての附属学校の存在意義は大きい。

教員養成学部として， の教員育成 と連 した教育実習の体 が必要である。

その を まえた実習を行うために，附属学校での実習がより 果的であると考

える。

・ 附属学校園が 後長い年 をかけて み重ねてきた教育研究の実績は，今後も地域

または日 の教育 に するものと考えられ存在意義は十分にあると考えてい

る。ただし，附属学校を取り く環 や，学校教育が直面している課題は 年めま

るしく変わっていることも事実であるため，それに対応したあり方を ることは

必要である。公立学校とは なる視 から学校教育へア ー しながらも，公立

学校の として 会 体の教育 に貢献できる附属学校園が求められている

と考えている。

・ 附属学校園は，教育・研究面で重要な 割を っており，また今後は教員研修機関

としての 割を う必要がある。また，これまで ウン的な研究を行ってき

たが，公立学校での課題を して，その を目 すなど ムア の教育研

究が必要であり，それを目 すべきである。

・ 教育学部の多くの学 を一定期 ，同一 調で する教育実習は附属学校園でな

けれ 実施できない。また， 教委との 人事を して な教員を育てるため，

また授業や研究等の知見を公立学校に発 するという面においても，附属学校園の

存在意義は十分にあると思われる。

・ 附属学校園は，大学，教育委員会と連 し，学校 を取り く 代的教育課題に

関する 的な 同研究を 進することにより，地域の教育 学校として 割

を果たしている。

附属学校園は，教育委員会との人事 により，公立学校出身教員を附属学校の常

の校長，教 として している。更に教員も教育委員会との人事 を行って

おり，附属学校での在 中に授業実 力や 力等の力 を高めて公立学校に

ることにより，地域の教育の向上に している。

附属学校園は，地域 が れる中， 設以 ， ・ ・ ・教育 で

する人材，すなわち様 な分 で れた ー ーを 出しており，地域にとって

なくてはならない存在となっている。

・ 教育委員会との 人事で，公立の な教員が附属学校教員となり，その後

に教育委員会や教育センターの 事等となる が確立しており， の教育

に，附属学校はなくてはならないものとなっている。

・ 教育実習の ，特色ある教育の ，地域の教育実 の進 ，附属を と

した教育学部と学校 との ， 教員の大学教員との を めた研修期

としての人事 の け，教育学部をはじめとする大学教員の研究フ ー

等，存在意義は大きい。この体 の変更は，必 教員養成の の につながる。

「不要」というのであれ ，教育実習の実施など，教員養成 の 的見直しが

必要。
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・ の ，附属学校園は，大学の教員 成と の教育実践の に

で り，存在意義は で る

学部 の教育実習 大学院 の実践研究の と て，附属学校の存在は で

る 公立学校で 部実習 で と て ，大学と連携 教員 成， ，

受入 実習 は附属学校 なけ できない  

・実 研究 教育 に する教育実践研究は，附属学校におい

て ー て わ ており， の成果を て，附属学校の の教員 ，教育

研究会 の研修会 校内研修会の を ている の とに て，

の教員の実践 め ている  

・ 「本 の学校教育，教員の育成を する学校」で る附属学校の の意義 役

割， 教育研究の方 を大学と て に て，実 てい と と

考 る の には，特に の については考 する ととなると考 る  

の 地域・学校の い に な実践 をは 地域・学校の教育

の につな る を な で する 職教員を す

る  

・ の の 公立学校と ての「チーム学校」を る ・

基 で る と ，附属学校園に求め る 強 については

では を じる ， 大学 の ス ム は附属学校において

中 期 には な とと考 る ， る 度大学 で 有できる な改革

ン，方向性 なけ ，教員 成・教員研修における附属学校園の役割は 性は

て ，統 性のない のにな て のではない と ている  

・ 附属学校園は，教員養成のフ ー 教育学部学 教 大学 の実習の

）を とし，教育課題の に向けた教育実 や 的な取組を行う に，

かせないものであり，存在意義は高いと考えている。実 に，様 な取組も行っ

ている。地方の附属学校園は，一 的な にあるような学力重視教育の とは

え ，多様な子どもが在 し，公立学校と同じような教育課題も存在している。一

方で，附属学校園特有の課題もある。こうしたなかで，何よりも，教員養成 の

大学 にとっては， して実習でき，教員としての ー を見いだす意

でも，存在意義は高い。

・ 学部と附属学校の連 を 化し，(1)地域の 校として 的・実験的教育実

研究を 進すること，(2)附属学校園の使命について自 を し，地域の中で果たす

割について明確化すること，(3) 教育委員会と 接な連 関 を き，地域の

公立学校教員のための研修機関として機 させること 既に附属特 学校で実

施），等様 な貢献の 方について各附属学校園ごとに実 的な検討が急 である

と 識している。
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・ 大学・学部との連携を強みと て，地域との連携を に める とで，公立校園

との いを に ，附属な ではの存在意義， を める で る

の めに ，教員 成 で る実習校と ての役割は ，本 の 育

成と ての教員研修 を め，研修校 モデル校と ての役割を果 す 改

革を めな てはな ない ， の を ると する めに，

の 選を り， を するな の働き方改革 め，働き すい

の とで な教育，研究，研修 できる に ていき い  

・ 存在意義は地域 会に て す とは に る ，成果 の

デンスを公立学校での実践 ル で求め るとす ， の は い  

・ 地方の 立大学 の附属学校園は， 大学で 園 特 学校 で，

校 つ 基本で り， の附属学校園 ，地 の教育委員会 学校

組織と連携を取りな 地域教育の ，学校教育の を てき

アで る 数の附属学校園を有する特定大学と， な大学附属学校を で

考 る と に る の附属学校園の り方については，地域の実

を に考 な の な議論と で り， 関への に

ついて の を に考 てい き い  

・ 立大学の附属学校は， 会 本と て ，モデル校と ての意

る  
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１ ガバナンスの について 

「ア 」37 ，「 検討 ている」56 ， わ て 93 となり， ていないのは

７ のみで の大学・学部でガバナンスの ・強 に向けて実 ・検討 て

いる 「 に なけ な ない」とい 意識の る  
の な の内容と ては，「大学における附属学校部の組織強 」「校 の

」「統 校 の 」「教育委員会の 公立学校 に る ストを

」「校園 と学部 ・ 学部 との会議の定 」「いじめ の めの

組織の 」「学部附属 大学附属への改組」「附属学校 委員会，連 協議会等の

数の 」な ている  
  大学・学部は，附属学校園に するガバナンスを， ・ 教育委員会 公

立学校を する に， に なけ な ない  
，地域の教育委員会と連携・協 ，附属 け 立 ない に 意する る

地域教育委員会との連携を めるには，附属学校に きるのではな ，大学・学部の 部

き ，地域教育委員会に連 をと て めてい と 求め る と 改革

のわ り す を求め けの改革にな ない に 意 てい なけ な ない  
 
２ 教員組織の について 

「ア 」 24 ，「 検討 ている」 59 で， わ て 83 となり， の大

学・学部で に なけ な ないとい 意識 る  
な内容と ては，「校 の ・ 」の検討 なり ， いて，「附属学

校を統 する者の 」「 会議等の定 」「附属学校教員を 部大学 用とする」「大

学の教員 特 教 と て附属学校の を する」「附属学校 連携強 の めの， ー

デ ー ー教員の 」「 ・中学校の校 組織の統 」「 教 」等 る

きは に てい に わ る  
の大学 「校 の 」を ているのは， に り「 な ・ 」

となる と 期 る めで ，公立学校 者を附属学校校 と て 用

する き ている 校 の な方 ー ーとなる とで，学校 スムー

にい と 期 る  
方 の とは，大学と附属学校との連携 で， 者の の 結果になる と

る 大学 の校 には，附属学校と大学との 役とい な役割 る 附

属学校では 校 公立学校の校 と ・ 等の立 で を ている と いので，

，附属学校における 校 のス スを めてい と 合わ て検討 てい き

とで  
 

３ 教育実習の について 
「ア 」 41 ，「 検討 ている」 31 ， わ ると７割を ている 教

育実習は 度と ては 定 のにな ている ， で ７割 で を ている  
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な内容と ては，「教員，学 と に に関わる と」「合意 な に関わ

る と」「実習期 の検討」「 方 の改 」「 についての検討」「本実習 の 1
度の 期 実習の実 」「大学教員の附属学校への 数についての検討」「教育実

習の 検討」「 校への に 実習の内容の 」な の ， な

方 に る教育実習 実 の取組 な ている  
に，実習 ン の に り附属学校と公立学校に教育実習に 学 の取組に

じない な取組 ，教育実習 の に い 考 取組 わ ている  
に じ で る ， と て，4 年 を 学 への と の

実を とする ので り， の めに 大学・学部と附属学校との連携強 の 性

に ている と じ る  
 

４ 教職大学院との連携について 
「ア ている」 69 と 7 割にの り，すでに の大学・学部で ている 「

検討 ている」 20 り， 連携の でい と る  
な と ては，教職大学院の連携協 校と て，院 教育実習 ン ーン

等の実践教育学習の と て，附属学校を活用する け ている

に ，附属学校園の教員 教職大学院に入学する ，附属学校園の教員 教職大学院の教員を

める な 目を 教職大学院の 察実習を附属で実 ている大学 る  
 教育実習「基 ン ーン 」 10 11 実  180 を附属 ・中で実  

附属教員 ン ー教員と て，大学教員とと に に る  
附属教員の教職大学院への 学を めている大学・学部では，大学院研修 度 入学 ・

に り附属教員 修 取 を に ， 教員の の を

と て ている る  
に，附属教員と教職大学院教員との に る 携の と て の な の

る  
 ・教職大学院の特 ・ 員教 等と て附属学校教員を る  

     ・附属教員 実 教員と て， は，教職大学院 義の と て  
     ・附属の 校 を教職大学院教員と て連携  
     ・教職大学院教員と附属学校教員  

 
大学・学部で連携の在り方について な 取り組 でいる 察する と で

きる すでに て連携に取り組 でいると る ， ，有識者会議を受けて，

附属学校園 職教員研修の と て考 てい な ，教職大学院との連携は， に め

てい と 期 るので な ， の は 職研修 な じ

る と る つ教職大学院の存在 について で り，改革に

ている と めないと で  
なる 職研修ではないは で るので， の めに教職大学院を けるの ， の

な教員研修をめ すの ， をと 改革になる に なけ な ない  
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５ 附属学校園の入学者選考について，見直しを行っていますか。

63％の大学が附属学校園の定員や選考方法等について見直しの実施・検討を行っている。課

題となっている「多様な子どもの受け入れ」への対応とともに，今後は，各附属学校がどのよ

うな存在意義や特色を打ち出すかによって，より適切な入学者選考の在り方が問われることに

なると思われる。

 小学校の入学者選考では，面接と抽選の比重拡大の方向性が見られる。中学校では，外部か

らの希望者のみ選抜しているケースが多いが，連絡進学者についても選抜により半数入学に変

更した事例もある。受験校区の拡大，クラス定員減を検討している学校もある。

一方，「ウ：予定はない」が 37％であり，前述「1」～「4」に比べて割合が大きくなってい

る。既に多様な人材が入学できていると回答している学校もあるが，やはり，入学者選抜

については急激な変化は行いにくいと考えられる。入試は単独ではなく，地域との関わりもそ

の要因になり得るのかも知れない。

 何れにしても，「どのような学校にしたいのか」を明確にし，「そのためには，このような

入学試験を行う」と丁寧に説明する必要があると思う。日頃から「学校の魅力・特長」を適切

な方法で広報するように努めることが重要であろう。

６ 附属学校園において，公立学校等の教員を対象とした研修を行っていますか。

「ア：行っている」が 80％であり，「イ：検討している」をあわせると 89％になる。すで

に取り組んでいる大学が多いことが見て取れる。具体的な事例としては，1）公開研究会等にお

ける公立学校教員の参加受け入れ，2）初任者研修や年次研修，3）日常的な学校視察の受け入

れや定期的な授業公開等，4）教育委員会や研修センターから公立学校教員の短期・長期研修の

受け入れが多い。その他に，免許状更新講習の一環として，附属学校も研修講座を開設してい

る事例，さらに，研究発表大会を免許状更新講習と重ねて実施している事例も報告されてい

る。附属学校園のこのような多くの取組が，外部に十分伝えられていないことは大きな問題で

ある。実績を数値で示せるように検討することも必要であろう。

７ 上記「6」以外に，地域教育への貢献を行っていますか。 

「ア：行っている」が 91％であり，「イ：検討している」4％とあわせると 95％である。既

に取り組んでいる大学が多く，かつ意識の高さを感じる。具体的な内容は前項「6」と重なるこ

とが多く，1）公開研究会，フォーラム，授業力向上セミナー等を開催し，その成果を地域に還

元，2）地域の教育委員会や学校で行われる各種教員研修会や校内研究会に，附属教員を講師と

して派遣，この 2 例が代表的な事例である。 
 附属学校園は，その使命から研究発表会を行っているところが多く，それ自身が教員研修の

機会としてあげているところが多い。ただ，有識者会議は，その研修にどれだけのニーズがあ

るかを求めている。上述の事例は正に地域のニーズに応えていると考えられるが，今後は，前

項「6」と同じく，実績を数値で示せるように検討することも必要であろう。 

８ 附属学校園の存在意義，さらには不要論についてどう考えていますか。具体的にお書

きください。 

 今回の調査では，「附属学校不要論」について，各大学・学部の率直なご意見をいただける

よう項目として設けた。当然ではあるが，教員養成系の大学にとって附属学校園はその存続に

76 
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で るとい 意 と で る 「附属学校の存在意義は に大きい」「附属学

校は教育の 実践 研究を する な存在で り，教育実習 の実習校と て

で る」「教育 では ない 期 な での教育 の めの方 を

検討・研究する と できる」「 立学校 実 ていない地方 においては， 立大学附

属学校園は， の地域を 育成の で る」とい ，附属学校の存在 について

の意 ，「地域の学校と じ で教育 の をと ，公立学

校のモデルとなる 実践等の研究の ーム校と て中 役割を果 す と 求め る 」

「地域貢献の方向性 て検討 で る」とい てき ，教育学

部の てい と，学部の学 の の中で，附属学校の教員の存在 り大き な

ると 考 る  
 方，「 の の で，附属学校園の 強 には を じる 」とい

意 り， ト・モ ・ ない と るな ，附属学校園

に 合 にする と 検討 の つになるの ない  

 に て ，大学お 附属学校園の教職員と との 識の を する とに

を す る 「 り りの教育研究で ている」と わ ない に

め， デンスを て 会に てい と で  
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日本教育大学協会附属学校委員会は，平成 22 年度 り附属学校園の と を にする

めの調査を ている 大学を取り 在の を とき，附属学校園の き な

方向性を い て めには， の附属学校園の 在の を てお と

で り， の調査は に て な のとな ている に，平成 29 年 8 には「教員

の 期における教員 成・研修 の強 に向けて 立教員 成大学・学部，大学院，

附属学校の改革に関する有識者会議 」 ， 立大学・学部の附属学校園について，

教育実習 教員組織，教職大学院な ， な の改革 求め ている の

に る大学・学部の ， の を に ， 大学 において を 有する

と ， の改革を める で で  
年度は， の「基本調査」 「第 3 期中期目標・中期計画における附属学校園の活用の

方向性」に ，「 立教員 成大学・学部，大学院，附属学校の改革に関する有識者会議」で

の附属学校園に関する議論を受けてのアンケート調査を 実に の な意

な取組について 大学 り をお い い 附属学校園に する組織改革，教育実習の

，教職大学院との連携，研究の公 ・活用，地域貢献の り方な ， の大学 な

取組を ている と て取 る 方，実 ている な について， 大学の

ー 地域の ー に合 ので る を する とに関 ては， の検討の

地 ている の大学・学部との の 有な ， 部との関わり方についての

ス ムを ， 果 な 部 ・成果の できる にする とは の で  
 「附属学校園の存在意義」に関する 目において， と ての において附属学校園を

ない存在と て め， な の存在意義 ている ，

論 論じ ている と への を る な内容 と で

， のアンケートに て， 大学・学部の ・ 意と と る い 考 を 有でき

との意義は大きいと じ 立大学・学部の附属学校園は で 取組を実践 ，

地域への貢献を て の成果の には 大な の る るのは，

の附属学校園 で 在 り に実 を 連携を てい とで の めには大

学・学部の役割は大き ，附属学校園とと に大きな意識改革 求め る  
 本アンケートは大学・学部に る で る けに， 内容を 附属学校園の関

者は，改革に向けて に いを強 する とになる を に，大学・学部と附属学

校園との連携 り， の なる につな てい とを期 い  
 

附属学校委員会 委員     
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（ 答 者）

（ 　　　　 ）

ア

大学 学 に附属する学校園と の （ ）， に学 教員 をお書きください。

また， 学 （ 学 ， 学 等）を含む場合は 考 にお書きください。（ 在）

名　　　　　　　 学 教員

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

「教員 」については，学校 にお る「 者」の定義に く の教員 を記 います。

の

（

校
な
ど

）

大学名

園

学
校

中
学
校

等
学
校

学
校

  考
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に附属学校園の の または を実施しましたか。

ア：実施した　　　イ：実施していない　　　　　

「ア」とお答えの場合，附属学校園名， 等の内容 の をお答えください。

（ ）学 教員 を らした場合等（学 定員 の き下 は含まない）

附属学校園名

等の内容

　　　　　　

附属学校園名

等の内容

　　　　　　

附属学校園名

等の内容

　　　　　　

附属学校園名

等の内容

　　　　　　

附属学校園名

等の内容
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合，学 学 定員 の検討

の 大学 学 の附属学校園の 合 ，学 学 定員 について います。

附属学校園の 合についてお答えください。

ア：実施した（実施中 含む）　　　　イ： る　　　　ウ：検討中　　　　 ： はない

「 」 「ア」，「イ」，「ウ」とお答えの場合，具体的にお書きください。

附属学校園の学 についてお答えください。

ア：実施した（実施中 含む）　　　　イ： る　　　　ウ：検討中　　　　 ： はない

「 」 「ア」，「イ」，「ウ」とお答えの場合，具体的にお書きください。

5 附属学校園の学 定員 についてお答えください。

ア：実施した（実施中 含む）　　　　イ： る　　　　ウ：検討中　　　　 ： はない

6 「 」 「ア」，「イ」，「ウ」とお答えの場合，具体的にお書きください。

 「ア」の場合，実施 を

　　　　　　　　　　　　お書きください

から

 「ア」の場合，実施 を

　　　　　　　　　　　　お書きください
から

から
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中 中 にお る附属学校園の の

　附属学校園に る について

以下の について，附属学校園に る についてお答えください。 する の つに「 」を， に

 する の つに「 」を， に する の つに「 」を， に する の つに「 」をお書きください。

　

 ア： 的 実 的な教育実 研

 イ： 的教育 に対する教育実 研

 ウ：学 の教育実 等の教員

 ：教 大学 教員研修 実への貢献

 ：大学 学 との 研

 ：地域教育 との 地域教育の 貢献

 ： への た教育（ に する の育 ）　

 ： の 　 （具体的にお書きください ）

　附属学校園教員の の を した， き への についてお答えください。（ ：

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/gijiroku/__icsFiles/afieldfile/2017/06/23/1387211_02_1.pdf ）

ア：行っている　　　イ：検討している　　　　　ウ：予定はない

 「ア」または「イ」とお答えの場合，具体的な内容をご紹介ください。

　実 研 にお る大学との について

　 てはまる のす てに を記入してください

 ア：大学の教員と附属学校園の教員 して研 を行う 的な研 る。

 イ：附属学校園の研 研 に大学の教員 している。

 ウ：大学の研 に附属学校の教員 している。

 ： の （具体的にお書きください ）

－ 82 －



83 
 

 
  

　附属学校園の「 学校」の に， 大学 学 はどの うに していますか。

　 てはまる のす てに を記入して下さい。

　ア：大学の教員 ，附属学校園の の教 教育の をしている。

　イ：大学の教員 ，附属学校園の の の をしている。

　ウ：大学の教員 ， 要な に対する をしている。

　 ：大学 学 の学 ，附属学校園の の教 教育の をしている。

　 ：大学 学 の学 ，附属学校園の の の をしている。

　 ：大学 学 の学 ， 要な に対する をしている。

　 ： の （具体的にお書きください ）

5 　公教育の となる附属学校園の について

　大学 学 として，附属学校園に公教育の となる を ていますか。

ア： ている　　　イ：検討している　　　　ウ： ていない

 「ア」または「イ」とお答えの場合，具体的な内容をご紹介ください。
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者 の附属学校園に する 論を て

　大学 学 の について

  見直しを行っていますか。

ア：行った（実施中を含む）　　　イ：検討している　　　　　ウ：予定はない

「ア」または 「イ」とお答えの場合，具体的な内容をご紹介ください。

　附属学校園の教員 について

  見直しを行っていますか。

ア：行った（実施中を含む）　　　イ：検討している　　　　　ウ：予定はない

 「ア」または「イ」とお答えの場合，具体的な内容をご紹介ください。

　附属学校園にお る教育実 について

　見直しを行っていますか。

ア：行った（実施中を含む）　　　イ：検討している　　　　　ウ：予定はない

 「ア」または「イ」とお答えの場合，具体的な内容をご紹介ください。

　附属学校園において，教 大学 との を行っていますか。

ア：行っている　　　イ：検討している　　　　　ウ：予定はない

 「ア」または「イ」とお答えの場合，具体的な内容をご紹介ください。

 に さ た，「 立教員 大学 学 ，大学 ，附属学校の に する 者 」 は， 立大学 学
の附属学校園について，教育実 教員 ，教 大学 など， な から 論さ ， の存在意義について

となっています。 らの に る大学 学 の ， の見 しについてお きします。以下の にお答
えください。
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5 　附属学校園の入学者選考について

　見直しを行っていますか。

ア：行った（実施中を含む）　　　イ：検討している　　　　　ウ：予定はない

 「ア」または「イ」とお答えの場合，具体的な内容をご紹介ください。（大学名は公表いたしません）

6 　附属学校園において，公立学校等の教員を対象とした研修を行っていますか。

ア：行っている　　　イ：検討している　　　　　ウ：予定はない

 「ア」または「イ」とお答えの場合，具体的な内容をご紹介ください。

7 　上記「６」以外に，地域教育への貢献を行っていますか。

ア：行っている　　　イ：検討している　　　　　ウ：予定はない

 「ア」または「イ」とお答えの場合，具体的な内容をご紹介ください。

8 　附属学校園の存在意義，さらには不要論についてどう考えていますか。具体的にお書き下さい。（大学名は公表いた
  しません）
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地 教育大学附属 中学校

地 成 教育大学附属特 学校

関 地
会 委

立大学教育学部附属 学校 校

地
大学教育学部附属 学校 ・
中学校 ・特 学校

地 大学教育学部附属 中学校

地 教育大学附属 等学校 校

中 地 本 大学教育学部附属 学校 校

地 大学教育学部附属特 学校 校

地 大学教育学部附属中学校

会 委 研 大学教育学部附属中学校

会 委 大学教育学部附属中学校

会 委 大学附属 等学校 校

会 委 学 大学附属大 学校 校

会 委 学 大学附属 中学校 校

委員

委員

ー ン ルー

平成 年度 附属学校委員会委員名簿
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